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平

成
　

年

２８ 年頭のごあいさつ
　　　　富良野市長  能登　芳昭

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
か
ら
の

意
見
や
有
識
者
会
議
か
ら
の
提
言
を
踏
ま
え
、
本

年
3
月
に
は
総
合
戦
略
を
確
定
し
、
子
育
て
世
代

が
地
域
に
魅
力
を
感
じ
、
地
域
経
済
を
活
性
化
さ

せ
、「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
、
そ
し
て
、
子
ど
も

た
ち
に
誇
れ
る
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て
、
着
実
な
施

策
の
執
行
に
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
は
、
市
制
施
行
　
年
の
記
念
す
べ
き

２８

５０

年
で
あ
り
ま
す
。

　
顧
み
ま
す
と
、
昭
和
　
年
、
幾
多
の
話
し
合
い

４１

を
経
て
、
山
部
町
と
合
併
し
、
道
内
　
番
目
の
都

２９

市
と
し
て
富
良
野
市
が
誕
生
し
た
の
で
あ
り
ま

す
。
　
こ
の
間
、
昭
和
　
年
に
開
催
さ
れ
た
「
人
情
が

５０

招
く
富
良
野
国
体
」
で
は
、
市
民
が
誇
り
と
自
信

を
も
っ
て
未
来
を
切
り
開
く
躍
進
の
原
動
力
と

な
り
、
そ
の
後
の
F
I
S
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、「
北

の
国
か
ら
」
の
テ
レ
ビ
放
映
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
観
光

は
、
富
良
野
市
を
一
躍
、
全
国
区
の
知
名
度
に
押

し
上
げ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
農
業
と
観
光
を
基
幹
産
業
と
し
て
発
展
を
続

け
る
今
日
の
富
良
野
市
の
礎
と
な
っ
て
こ
ら
れ

た
先
人
た
ち
、
そ
し
て
、
地
域
の
み
な
さ
ま
の
ご

努
力
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
意
義
深
い
年
に
、
先
人
の
ま
ち
づ
く
り
に

懸
け
た
夢
と
情
熱
に
学
び
、　
世
紀
を
担
う
子
ど

２１

も
た
ち
に
市
民
が
誇
り
う
る
富
良
野
市
を
引
き

継
い
で
い
く
こ
と
が
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
使

命
で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
　
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し

２８

た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
国
際
的

に
は
、
パ
リ
劇
場
襲
撃
に
よ
る
同
時
テ
ロ
や
バ
ン

コ
ク
中
心
部
の
爆
弾
テ
ロ
、
過
激
派
組
織
「
イ
ス

ラ
ム
国
」
に
よ
る
邦
人
殺
害
や
シ
リ
ア
国
内
で
の

空
爆
な
ど
、
連
日
、
悲
惨
な
紛
争
が
報
道
さ
れ
、

あ
ら
た
め
て
「
平
和
」
の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
ら
れ
る
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
内
的
に
は
、
安
倍
首
相
が
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
第
２
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
６
０
０

兆
円
」「
希
望
出
生
率
１
・
８
」「「
介
護
離
職
ゼ

ロ
」
の
「
新
３
本
の
矢
」
を
放
つ
と
宣
言
し
、
日

本
の
人
口
が
　
年
後
も
１
億
人
を
維
持
し
、
誰
も

５０

が
家
庭
、
職
場
、
地
域
で
も
っ
と
活
躍
で
き
る

「
１
億
総
活
躍
社
会
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
お

り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
低
温
、
干
ば
つ
、
長
雨
な
ど
の
天
候

の
変
動
は
あ
り
ま
し
た
が
、ワ
イ
ン
原
料
用
ぶ
ど

う
な
ど
の
一
部
の
作
物
を
除
い
て
、
平
年
を
上
回

る
収
量
で
豊
作
基
調
の
年
で
あ
っ
た
と
言
え
ま

す
。
し
か
し
、　
月
５
日
の
環
太
平
洋
連
携
協
定

１０

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
で
は
、
日
米
な
ど
参
加
　
カ
国

１２

が
大
筋
で
合
意
し
、
日
本
の
農
作
物
の
関
税
撤
廃

や
削
減
、
輸
入
枠
の
拡
大
が
決
ま
り
、
農
業
者
の

不
安
や
懸
念
が
高
ま
り
、
国
に
対
し
て
国
内
対
策

を
し
っ
か
り
す
る
よ
う
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
観
光
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４
月
か
ら
９

月
ま
で
の
上
半
期
の
観
光
入
込
客
数
は
、
前
年
同

期
比
　
・
６
％
増
の
１
３
５
万
人
と
な
り
、
海
外

１０

へ
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や
ビ
ザ
要
件
の
緩
和
な

ど
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効
果
に
よ
り
、
外
国
人
の
宿
泊

延
数
は
前
年
同
期
比
　
・
８
％
増
の
６
万
１
千
泊

６４

と
な
り
、
夏
場
の
宿
泊
予
約
が
取
れ
な
い
と
い
っ

た
課
題
も
生
じ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
６
月
に
は
、
小
売
店
舗
が
軒
を
並
べ

る
「
マ
ル
シ
ェ
２
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
高
齢
者
向

け
住
宅
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
調
剤
薬
局
、
保
育
所
、

ア
ト
リ
ウ
ム
な
ど
が
集
積
し
た
「
生
活
街
」
と
し

て
、
ネ
ー
ブ
ル
タ
ウ
ン
が
完
了
し
、
周
辺
の
商
業

地
公
示
価
格
も
５
・
１
％
上
昇
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、　
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
分
を
上
乗
せ
し
た

１５

「
市
内
共
通
商
品
券
」
の
発
行
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
へ
の
助
成
、
北
麻
町
公
営
住
宅
の
建
設
や

集
中
豪
雨
対
策
と
し
て
の
市
街
地
排
水
路
改
修
、

道
路
改
良
舗
装
や
橋
梁
の
修
繕
、
上
水
道
の
配
水

管
更
新
や
児
童
公
園
の
遊
具
設
置
に
よ
る
公
共

事
業
の
実
施
に
よ
り
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
と
も
に

市
内
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
の
維
持
確
保
に
努

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
生
活
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
昨
年
　
月
よ

１１

り
無
医
地
区
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
山
部
地
域

に
お
い
て
、
７
月
か
ら
診
療
所
を
開
設
し
、
地
域

医
療
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
生
活
困
窮
者

の
自
立
に
向
け
た
相
談
支
援
の
拡
充
や
「
ふ
ま

ね
っ
と
運
動
」
の
普
及
に
よ
る
介
護
予
防
に
も
取

り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
人
口
減
少
対
策
と
地
方
創
生
に
関
す

る
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
に
向
け
て
、「
市
民

対
話
と
情
報
開
示
」
を
基
本
理
念
に
、
地
域
懇
談

会
や
有
識
者
会
議
に
よ
る
市
民
論
議
、
市
役
所
内

部
に
お
け
る
職
員
論
議
な
ど
、
延
べ
１
２
０
時
間

以
上
の
時
間
を
か
け
て
、
富
良
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
（
素
案
）
を
積
み
上
げ
て
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人
良野に

移る

富
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ススススススススススススススススススススススススススススススススス

鋭
い
感
性
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
追
求
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

　
　
　
　

 馬  渕  
ま ぶち

 永  悟 さん 
えい ご

 理  絵 さん夫婦 
り え

－ ガラス作家・陶芸家 －

　麓郷市街にあるアパートの一室に机２つ並

べて創作活動を行う馬渕さんご夫婦。永悟さん

は愛知県、理絵さんは札幌市出身で、７年前に

富良野に移住してきました。

　幼い頃から絵を描いたり物を作ったりする

ことが好きだったというご夫婦は、学生時代に

工芸技術の基礎を学んだ後、石川県の卯辰山工

芸工房で出会いました。その後、永悟さんが麓

郷にあるグラスフォレストのガラス工房に就

職することを機に、平成２０年に二人で富良野に移

り生活することになりました。

　永悟さんはガラス工房の職人として創作活

動を行う一方、理絵さんは農作業のアルバイト

をしながら、少しずつ陶芸設備をそろえていっ

たそうです。その後、理絵さんは、妊娠を機に

陶芸制作に軸を切り替え、平成２５年からatelier 

Mabuchi（アトリエマブチ）として活動を始めま

した。初めて参加した「ふらのクリエーターズ

マーケット」では、「多くの人とのつながりが

でき、十勝のイベント出店や、札幌のお店、雑

誌通販の商品として販売するなど、活動の幅が

広がりました」と永悟さんは振り返ります。

　ガラス作家の永悟さんの創作は、繊細な線模

様やシンプルな中にも遊び心が感じられる作

品が多く、陶芸家の理絵さんの作品は、磁器の

白色をベースに優しい色あいの模様や女性ら

しい絵付けが特徴という二人。自身の創作につ

いて理絵さんは、「農家さんの働く姿や日々成

長する作物から受け取ったエネルギーが、制作

に良い影響を与えてくれ、今は子どもの成長か

らも元気をもらっています」と話します。

　１１月からは、マルシェ２の生活雑貨の店

「イーナ」で、二人の花瓶やブローチなどの小

物が取り扱われ、少しずつ活動を展開する馬渕

さんご夫婦。今後は、「富良野でお世話になっ

ている方々や仲間を大切にし、作品を通してご

縁がある方との出会いを重ね、創作活動をして

いきたいです」とにこやかに話してくれました。
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山
部
村
の
誕
生

　
今
か
ら
１
０
０
年
前
の
大
正
４
年
４
月

１
日
。
下
富
良
野
村
（
現
在
の
富
良
野
市

全
域
）
か
ら
分
村
し
、
山
部
村
が
誕
生
し

ま
し
た
。
山
部
地
区
は
札
幌
農
学
校
（
後

の
北
海
道
大
学
）
第
八
農
場
、
西
達
布
地

区
は
東
京
大
学
北
海
道
演
習
林
で
占
め
ら

れ
る
大
学
の
村
で
し
た
。
分
村
当
時
の
人

口
は
6
8
5
戸
（
4
6
1
8
人
）
で
、
市

街
地
に
は
商
店
や
工
場
な
ど
が
立
ち
並
ん

で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
東
大
演
習
林
や
御

料
林
か
ら
は
多
く
の
木
材
が
山
部
駅
土
場

に
積
み
上
げ
ら
れ
、
農
業
と
林
業
で
村
は

活
気
づ
い
て
い
き
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
発
展
へ

　
北
海
道
の
２
級
町
村
制
（
憲
法
下
に
お

け
る
地
方
自
治
に
関
す
る
法
律
）
施
行
に

伴
い
、
大
正
８
年
に
２
級
村
の
指
定
を
受

け
た
山
部
村
。
こ
の
指
定
に
よ
り
北
海
道

か
ら
指
導
・
支
援
が
行
わ
れ
、
産
業
や
教

育
な
ど
の
環
境
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

東
山
村
の
分
村

　
昭
和
５
年
に
山
部
村
字
西
達
布
（
現
在

明
治
　
年
　
山
部
駅
開
業
に
伴
い
、

３３

　
　
　
　
　
駅
逓
所
・
旅
館
・
呉
服

　
　
　
　
　
雑
貨
店
・
飲
食
店
な
ど

　
　
　
　
　
が
軒
を
連
ね
る

大
正
３
年
　
人
口
が
４
６
０
９
人
、

　
　
　
　
　
６
８
２
戸
と
な
る
。
山

　
　
　
　
　
部
市
街
地
南
２
丁
目
の

　
　
　
　
　
大
火
に
よ
り
全
戸
全
焼

大
正
４
年
　
分
村
運
動
に
よ
り
下
富

　
　
　
　
　
良
野
村
か
ら
分
村
し
、

　
　
　
　
　
山
部
村
と
な
る

大
正
８
年
　
二
級
町
村
制
を
施
行
。

　
　
　
　
　
火
防
用
水
路
完
成

大
正
　
年
　
山
部
市
街
地
に
電
灯
が

１３

　
　
　
　
　
設
置
さ
れ
る

大
正
　
年
　
下
金
山
～
西
達
布
間
に

１４

　
　
　
　
　
森
林
軌
道
を
敷
設
。

昭
和
６
年
　
大
本
教
北
海
別
院
完
成

昭
和
　
年
　
石
綿
鉱
山
の
採
掘
開
始

１３

昭
和
　
年
　
西
達
布
地
区
が
東
山
村

１５

　
　
　
　
　
と
し
て
分
村

昭
和
　
年
　
北
海
道
石
綿
開
発
㈱
　

１７

　
　
　
　
　
（
現
在
の
㈱
ノ
ザ
ワ
富

　
　
　
　
　
良
野
営
業
所
）、
山
部
石

　
　
　
　
　
綿
㈱
山
部
鉱
山
が
本
格

　
　
　
　
　
的
な
生
産
を
開
始

昭
和
　
年
　
澱
粉
工
場
が
徐
々
に
増

２０

　
　
　
　
　
え
、
最
盛
期
に
は
　
カ
２６

　
　
　
　
　
所
に

昭
和
　
年
　
東
洋
木
材
山
部
工
場
を

２４

　
　
　
　
　
設
立

昭
和
　
年
　
山
部
神
社
祭
典
で
若
者

２５

　
　
　
　
　
た
ち
が
山
部
獅
子
舞
を

　
　
　
　
　
披
露

昭
和
　
年
　
世
界
連
邦
平
和
都
市
宣
言

３０

昭
和
　
年
　
山
部
石
綿
鉱
山
閉
山

３９

▲昭和４０年ごろの山部市街地全景

山
部
百
年
の
歩

山
部
百
年
の
歩
みみ

　
大
正
４
年
（
１
９
１
５
年
）
4
月
1
日
。
山
部
村
と
し
て
開

大
正
４
年
（
１
９
１
５
年
）
4
月
1
日
。
山
部
村
と
し
て
開
村村

し
て
か
ら
平
成

年
で
1
0
0
年
を
迎
え
た
山
部
町
。
先
人
た

し
て
か
ら
平
成
　
年
で
1
0
0
年
を
迎
え
た
山
部
町
。
先
人
た
ちち

２７２７

が
築
き
上
げ
て
き
た
歴
史
や
文
化
な
ど
、当
時
を
振
り
返
り
ま

が
築
き
上
げ
て
き
た
歴
史
や
文
化
な
ど
、当
時
を
振
り
返
り
ま
すす
。。

山
部
歴
史
年
表
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昭
和
　
年
　
町
制
を
施
行
し
山
部
町

４０

　
　
　
　
　
と
な
り
、
開
基
　
周
年

５０

　
　
　
　
　
を
祝
う

昭
和
　
年
　
富
良
野
町
と
合
併
し
　

４１

　
　
　
　
　
「
富
良
野
市
山
部
地
区
」

　
　
　
　
　
と
な
る

昭
和
　
年
　
東
洋
木
材
が
撤
退
し
、

４２

　
　
　
　
　
跡
地
に
上
富
良
野
町
か

　
　
　
　
　
ら
山
本
木
材
が
移
転

昭
和
　
年
　
野
沢
石
綿
鉱
山
が
原
石

４４

　
　
　
　
　
採
掘
を
休
止

昭
和
　
年
　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
富
良
野

４６

　
　
　
　
　
 市
寿
光
園
を
開
設

昭
和
　
年
　
玉
ね
ぎ
の
乾
腐
病
が
大

４８

　
　
　
　
　
発
生

昭
和
　
年
　
太
陽
の
里
ふ
れ
あ
い
の

５７

　
　
　
　
　
家
が
オ
ー
プ
ン

昭
和
　
年
　
野
外
音
楽
堂
建
設

６０

　
　
　
　
　
富
良
野
市
有
機
物
供
給
セ

　
　
　
　
　
 ン
タ
ー
（
現
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
　
 セ
ン
タ
ー
）
が
稼
働

昭
和
　
年
　
山
部
駅
が
無
人
化
に

６１

平
成
５
年
　
山
部
中
央
公
園
が
完
成

平
成
７
年
　
山
部
第
二
小
学
校
が
閉
校

平
成
　
年
　
太
陽
の
里
パ
ー
ク
ゴ
ル

１０

　
　
　
　
　
フ
場
開
設

平
成
　
年
　
昭
和
　
年
に
開
校
し
た

１３

４２

　
　
　
　
　
富
良
野
市
立
農
業
高
等

　
　
　
　
　
学
校
が
閉
校

平
成
　
年
　
農
家
戸
数
減
少
に
伴
い

１４

　
　
　
　
　
　
農
事
組
合
を
５
農
事

１５

　
　
　
　
　
組
合
に
統
合
。
市
生
涯

　
　
　
　
　
学
習
セ
ン
タ
ー
開
設
。

　
　
　
　
　
市
公
共
下
水
道
山
部
処

　
　
　
　
　
理
区
共
用
開
始

平
成
　
年
　
富
良
野
市
民
野
球
場
が

１５

　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン
。
寿
光
園
が

　
　
　
　
　
新
た
な
場
所
へ
移
転

平
成
　
年
　
山
部
厚
生
医
院
が
閉
院

１７

平
成
　
年
　
山
部
第
一
小
学
校
が
閉
校

２０

平
成
　
年
　
市
街
地
を
新
し
い
住
居

２３

　
　
　
　
　
表
示
に
変
更

の
東
山
地
域
）
の
人
口
が
山
部
地
域
を
上

回
り
、
西
達
布
（
現
在
の
東
山
市
街
）
や

老
節
布
、
熊
ノ
沢
（
現
在
の
西
達
布
市
街
）

に
は
街
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
山
部
村
役
場
へ
出
向
く
不
便
な
ど
も

あ
り
、
昭
和
９
年
の
山
部
村
議
会
で
西
達

布
地
区
の
分
村
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。「
東

山
村
」
は
、
東
大
演
習
林
の
「
東
」
と
母

村
で
あ
る
山
部
村
の
「
山
」
の
２
文
字
を

と
り
、
昭
和
　
年
に
命
名
さ
れ
山
部
村
か

１５

ら
分
村
し
ま
し
た
。

産
業
の
最
盛
期

　
戦
時
下
で
は
軍
需
品
と
し
て
、
戦
後
は

断
熱
材
や
建
材
の
材
料
な
ど
で
需
要
が
多

か
っ
た
石
綿
。
昭
和
　
年
か
ら
石
綿
鉱
山

１３

の
開
発
が
始
ま
り
、
昭
和
　
年
に
は
北
海

１７

道
石
綿
開
発
株
式
会
社
（
現
在
の
ノ
ザ
ワ

富
良
野
事
業
所
）
と
山
部
石
綿
株
式
会
社

山
部
鉱
山
が
本
格
的
な
石
綿
の
生
産
を
開

始
し
ま
し
た
。
最
盛
期
に
は
２
社
の
従
業

員
数
が
４
４
０
人
に
な
る
な
ど
、
山
部
村

は
鉱
山
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
て
い
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
　
年
に
は
東
洋
木
材
山
部

２４

工
場
が
設
立
さ
れ
、
最
盛
期
に
は
約
１
２

０
人
の
従
業
員
が
リ
ン
ゴ
箱
や
缶
詰
箱
な

ど
の
各
種
包
装
箱
を
生
産
し
て
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
昭
和
　
年
代
の
食
糧
難
時
代

２０

を
支
え
て
い
た
主
要
作
物
の
馬
鈴
薯
を
原

料
と
す
る
澱
粉
製
造
工
場
も
早
い
段
階
で

建
て
ら
れ
、
最
盛
期
に
は
　
カ
所
に
達
し

２６

て
い
ま
し
た
。
昭
和
　
年
に
は
こ
の
澱
粉

３７

を
原
料
に
三
倉
産
業
が
水
あ
め
工
場
を
操

業
し
て
い
ま
し
た
。

地名「やまべ」とは…

　アイヌ語の「ヤムペ」がなまった

もので、「冷たい水のある所」という

説や「ヤマイ」で「栗の木のある所」

という説がある。

▲大正２年当時の山部駅

▲山部村池田庄市澱粉工場（大正7年）

▲農作業を手伝う子どもたち

▲野沢石綿鉱山の架空索道（昭和４０年）

山部百年の歩み

▲山部村役場（大正４年）

▼山部石綿鉱山（昭和３９年）



6622001166--11 FFuurraannoo

放
期
成
会
を
結
成
し
、
大
学
側
と

交
渉
を
重
ね
昭
和
　
年
に
残
り

３９

の
農
家
に
対
し
て
も
農
地
が
払

い
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
北
海
道
大
学
農
学
部
第

八
農
場
と
し
て
の
　
年
の
歴
史

６０

に
幕
が
下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

水
田
化
に
向
け
た
土
地
改
良
事
業

　
昭
和
　
年
に
水
田
を
増
や
す

３２

た
め
山
部
村
土
地
改
良
区
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
空
知
川
の
支
流

に
あ
る
ユ
ー
フ
レ
川
・
十
八
線

農
地
解
放
運
動
の
高
ま
り

　
開
拓
時
代
よ
り
山
部
全
域
は

第
八
農
場
で
、
小
作
農
と
し
て
入

植
し
原
野
を
開
墾
し
て
営
農
し

て
い
ま
し
た
。
戦
後
の
農
地
改
革

に
よ
り
、
昭
和
　
年
に
よ
う
や
く

２５

３
７
４
戸
の
農
家
の
内
、
３
３
４

戸
に
対
し
て
土
地
が
払
い
下
げ

ら
れ
、
自
作
農
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
小
作
人
と
し
て
残
っ
た

農
家
は
、
小
作
料
の
高
騰
や
資
金

の
借
り
入
れ
が
で
き
な
い
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、
昭
和
　
年
に
解

３６

　
私
の
父
が
大
正
　
年
に
三
重
県

１５

か
ら
上
富
良
野
へ
移
住
し
、
後
に
新

た
な
仕
事
の
場
を
求
め
、
富
良
野
や

布
部
に
立
ち
寄
り
な
が
ら
山
部
駅

を
下
車
し
た
と
き
、「
こ
こ
は
良
い

ま
ち
だ
な
あ
」
と
そ
の
ま
ま
山
部
に

住
む
こ
と
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。

　
振
り
返
れ
ば
、
当
時
は
石
綿
や
木

材
な
ど
の
産
業
も
盛
ん
で
、
街
に
は

劇
場
や
映
画
を
観
る
と
こ
ろ
や
旅

館
が
あ
っ
た
り
と
、
街
と
し
て
の
機

能
は
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
父
は
最

初
に
野
沢
の
購
買
部
で
働
い
て
い

ま
し
た
が
、
根
っ
か
ら
の
商
売
人
で

戦
後
に
は
下
駄
屋
を
開
業
。
問
屋
に

も
い
ろ
い
ろ
口
が
利
き
、
後
に
家
業

と
な
る
呉
服
店
を
始
め
ま
し
た
。
若

い
自
分
も
「
違
う
所
で
飯
を
食
べ
た

方
が
良
い
」
と
い
う
こ
と
で
芦
別
の

呉
服
店
で
約
３
年
間
修
業
。
家
業
を

継
ぐ
と
と
も
に
、
バ
イ
ク
で
占
冠
村

中
央
へ
行
商
し
な
が
ら
、
販
路
を
広

げ
て
い
き
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
て

き
ま
し
た
が
、
や
は
り
当
時
の
富
良

野
町
と
合
併
す
る
と
き
の
こ
と
は

心
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。「
３
万
人

に
な
れ
ば
市
に
な
る
」
と
い
う
こ
と

で
、
合
併
問
題
が
持
ち
上
が
り
、
６

千
５
百
人
く
ら
い
住
ん
で
い
た
町

民
が
２
分
。
当
時
、
商
工
会
の
青
年

山部地区総合振興協議会

会長  乙  部  勉さん（７６歳）
おと べ

次
世
代
を
担
う
若
者
た
ち
を
応
援

部
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
賛

成
・
反
対
で
商
店
街
も
二
つ
に
分
か

れ
、
お
客
さ
ん
ま
で
も
が
分
か
れ
て

し
ま
う
状
況
が
１
年
間
も
続
い
て

い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
長
年
山
部
に
い
ま
す
が
、
山
部
の

史
跡
巡
り
で
河
川
敷
に
射
撃
場
が

あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
山
部

で
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。

　
今
商
店
街
は
高
齢
化
や
後
継
者

が
い
な
い
た
め
、
廃
業
す
る
と
こ
ろ

も
少
な
く
な
い
状
況
で
、
人
が
減
る

こ
と
で
、
老
舗
店
や
病
院
も
な
く
な

り
、
企
業
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
今

年
の
　
月
末
で
人
口
が
２
千
人
を

１１

切
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
何
と
か

人
が
減
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
。
自

分
た
ち
は
若
く
な
い
の
で
、
次
世
代

を
担
う
若
者
た
ち
に
は
一
致
団
結

し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
し
、
自
分
も

応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
・
二
十
五
線
川
の
上
流
に
温
水

溜
池
が
設
け
ら
れ
、
部
分
的
に
水

田
が
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
　
年
に
は
南
富
良

３８

野
村
の
金
山
ダ
ム
の
本
格
的
な

建
設
に
伴
い
、
山
部
地
区
国
営
か

ん
が
い
事
業
が
開
始
さ
れ
、
山
部

村
土
地
改
良
区
は
、
南
富
良
野
村

の
下
金
山
・
金
山
地
区
と
富
良
野

町
の
五
区
・
御
料
地
区
を
加
え
て
、

空
知
川
上
流
土
地
改
良
区
と
改

組
さ
れ
ま
し
た
。

▲山部村公民館

▲山部平和橋（昭和３９年）

▲山部駅前商店街（昭和３９年）

▼山部町庁舎（昭和４０年）

▲山部村役場（昭和３９年）

▼ばん馬競争（昭和３０年代）

葛馬そりのビー
ト搬出作業
（昭和３０年代）
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㈲佐々木金物板金店
代表取締役
佐々木 一郎さん（７８歳）

時
代
に
合
わ
せ
て
地
域
に
貢
献

　
岩
手
県
か
ら
祖
父
が
こ
の
地
に

入
植
し
て
か
ら
、
聖
徳
太
子
講
の
設

立
に
関
わ
っ
て
い
た
父
親
の
背
中

を
見
な
が
ら
育
っ
て
き
ま
し
た
。
明

治
時
代
に
酒
屋
を
開
業
し
た
こ
と

か
ら
始
ま
り
、
昭
和
２
年
に
は
ブ
リ

キ
細
工
所
板
金
工
場
を
開
業
。
ス

ト
ー
ブ
や
蓄
音
機
を
製
造
し
た
り
、

た
こ
足
（
水
稲
直
播
き
機
）
の
販
売

も
行
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
職
人

が
住
み
込
み
で
働
い
て
い
て
、
小
さ

い
こ
ろ
は
よ
く
遊
ん
で
も
ら
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
中
学
卒
業
後
に
は
家
業
を
手
伝

う
よ
う
に
な
り
、
屋
根
の
材
料
作
り

に
励
み
ま
し
た
。
山
部
周
辺
の
仕
事

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
経
済
の
発

展
に
伴
い
屋
根
の
板
金
業
が
多
忙

と
な
り
、
店
舗
で
は
金
物
を
売
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
屋
根
の
板
金
が

長
尺
を
使
う
時
代
に
入
り
、
周
辺
の

地
域
で
佐
々
木
金
物
店
が
初
め
て

長
尺
の
機
械
を
導
入
。
職
人
た
ち
も

独
立
し
て
東
山
で
開
業
す
る
な
ど
、

地
域
の
板
金
業
も
盛
ん
で
し
た
。
車

が
な
い
時
代
な
の
で
、
リ
ヤ
カ
ー
に

道
具
を
入
れ
て
運
ん
だ
り
、
樺
太
犬

に
リ
ヤ
カ
ー
を
引
か
せ
る
こ
と
も
。

下
り
坂
は
勢
い
が
余
っ
て
田
ん
ぼ

に
落
ち
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
　
年
に
結
婚
し
て
か
ら
ま

３８

も
な
く
富
良
野
町
と
の
合
併
問
題

が
浮
上
。
山
部
町
民
と
し
て
合
併
に

つ
い
て
は
賛
否
両
論
は
あ
り
ま
し

た
が
、「
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
り
、

そ
し
て
土
に
な
ろ
う
」
と
い
う
思
い

を
胸
に
、
合
併
後
は
新
し
く
誕
生
し

た
富
良
野
市
を
一
生
懸
命
応
援
し

ま
し
た
。
仕
事
の
面
で
も
い
ろ
い
ろ

苦
労
は
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
　
年
４５

に
は
山
部
町
の
同
級
生
た
ち
と
と

も
に
レ
ン
タ
カ
ー
業
を
開
業
し
、
上

川
管
内
の
協
会
会
長
を
務
め
た
り

と
　
年
間
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

４０
　
３
代
に
渡
っ
て
山
部
で
家
業
を

続
け
て
き
ま
し
た
が
、
今
は
後
継
者

が
い
な
い
状
況
で
す
。
時
代
の
流
れ

も
あ
り
、
自
分
も
そ
の
流
れ
に
合
わ

せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
町
内
外

の
さ
ま
ざ
ま
な
役
職
に
就
き
な
が

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
社
会
奉
仕
を

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
微
力
な
が

ら
、
地
域
の
た
め
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

村
か
ら
町
へ
～
山
部
町
の
誕
生

　
町
制
施
行
の
機
運
が
高
ま
り
、

昭
和
　
年
1
月
1
日
（
１
９
６
５

40

年
）
に
山
部
村
が
山
部
町
と
し
て

町
制
を
施
行
し
ま
し
た
。
静
か
な

元
日
の
朝
、
新
年
を
祝
う
と
同
時

に
日
の
丸
の
旗
を
掲
げ
た
町
民

た
ち
が
町
を
一
巡
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
年
９
月
に
は
開
基
　５０

周
年
記
念
事
業
が
盛
大
に
行
わ

れ
、
山
部
村
が
誕
生
し
て
か
ら
　５０

年
と
い
う
節
目
の
年
を
祝
い
ま

し
た
。

大
激
戦
、
富
良
野
町
と
の
合
併

　
昭
和
　
年
３
月
に
市
町
村
合

４０

併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
が
公

布
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
　
年
４１

３
月
末
ま
で
に
合
併
を
行
え
ば

人
口
が
３
万
人
、
昭
和
　
年
３
月

４２

末
で
あ
れ
ば
人
口
４
万
人
で

「
市
」
に
昇
格
す
る
と
い
う
も
の

で
し
た
。

　
富
良
野
町
が
合
併
運
動
を
進

め
る
一
方
で
、
山
部
町
で
は
議
会

も
住
民
も
賛
否
両
論
真
っ
二
つ

に
分
か
れ
ま
し
た
。
街
に
は
「
合

併
賛
成
」
「
合
併
絶
対
反
対
」
な

ど
と
書
か
れ
た
横
断
幕
が
掲
げ

ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
　
年
　
月
　

４０

１０

３１

日
に
は
合
併
の
是
非
を
問
う
住

民
投
票
が
行
わ
れ
、
１
５
９
票
の

僅
差
で
賛
成
票
が
反
対
票
を
上

回
り
、
町
議
会
で
合
併
が
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

歴
史
を
刻
ん
で
い
く

　
昭
和
　
年
に
開
催
さ
れ
た
第

６１

１
回
ゆ
き
ん
こ
ま
つ
り
を
は
じ

め
、
仮
装
盆
踊
り
大
会
な
ど
地
域

独
自
の
催
し
が
行
わ
れ
、
学
校
跡

地
の
利
用
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
山
部
獅
子
舞

や
山
部
＠
ま
る
ご
と
体
験
村
な

ど
に
よ
る
文
化
の
継
承
、
N
P
O

法
人
山
部
ま
ち
お
こ
し
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
に
よ
る
地
域
の
活

性
化
、
清
酒
「
ゆ
う
ふ
れ
」
を
は

じ
め
と
す
る
地
場
産
品
の
開
発

や
山
部
産
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
な
ど
、
今
後
も
多
岐
に
わ
た

り
地
域
の
歴
史
が
刻
ま
れ
、
継
承

さ
れ
て
い
き
ま
す
。

【
参
考
資
料
】
富
良
野
市
市
制
施

行
　
周
年
市
史
編
さ
ん
委
員
会

５０
資
料
、
山
部
町
史
、
富
良
野
市
歴

史
写
真
集

山部百年の歩み

▲山部町開基５０周年を祝うパレード（昭和４０年）

▲合併賛成・反対の横断幕

▲クリエーターズマーケット

▲ゆきんこまつり

▲地酒と山部を食す会

▲ふれあいまつり
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経
営
の
健
全

経
営
の
健
全
性性

　
経
常
収
支
比
率
・
営
業
収
支

比
率
と
も
に
、
類
似
団
体
の
平

均
よ
り
若
干
高
め
で
推
移
し
健

全
な
経
営
水
準
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
　
年
度
か
ら
各

２６

指
標
に
落
ち
込
み
が
み
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
は
配
水
管
な
ど
の
施

　
水
道
事
業
は
、
地
方
公
営
企
業
法
に
も
と
づ
き
企
業
会
計
方

水
道
事
業
は
、
地
方
公
営
企
業
法
に
も
と
づ
き
企
業
会
計
方
式式

（
複
式
簿
記
）
で
財
務
管
理
し
て
い
ま
す
。
民
間
企
業
と
類
似

（
複
式
簿
記
）
で
財
務
管
理
し
て
い
ま
す
。
民
間
企
業
と
類
似
しし

た
方
法
で
決
算
処
理
し
、
損
益
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
や
キ
ャ

た
方
法
で
決
算
処
理
し
、
損
益
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
や
キ
ャ
ッッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
を
作
成
し
、単
年
度
の
損
益
や
保
有
す
る

シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
を
作
成
し
、単
年
度
の
損
益
や
保
有
す
る
資資

産
状
況
、
１
年
間
の
現
金
の
動
き
な
ど
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す

産
状
況
、
１
年
間
の
現
金
の
動
き
な
ど
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。。

今
回
は
、水
道
事
業
会
計
の
経
常
収
支
比
率
や
有
形
固
定
資
産

今
回
は
、水
道
事
業
会
計
の
経
常
収
支
比
率
や
有
形
固
定
資
産
減減

価
償
却
率
な
ど
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

価
償
却
率
な
ど
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。。

鰹鰹問問 
上
下
水
道
課

上
下
水
道
課
　
拶拶
３
９
３
９
‐
２
３
１
７

‐
２
３
１
７

経
営
の
効
率

経
営
の
効
率
性性

　
料
金
回
収
率
は
規
模
の
小
さ

な
自
治
体
で
は
施
設
整
備
や
維

持
管
理
費
に
対
し
料
金
収
入
が

少
な
く
必
然
的
に
低
く
な
り
ま

す
。
有
収
率
、
施
設
利
用
率
は

一
時
的
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す

が
類
似
団
体
よ
り
効
率
性
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

償却資産に対する減価償却
済の割合を示し、今後の設備
投資計画の参考に用いられ
ます。

老老
朽
化
の
進
捗
状

朽
化
の
進
捗
状
況況

　
施
設
の
減
価
償
却
の
進
み
具

合
や
資
産
の
老
朽
化
を
表
す
指

標
と
し
て
有
形
固
定
資
産
減
価

償
却
率
が
用
い
ら
れ
ま
す
。
市

の
比
率
（
右
図
）
は
右
肩
上
が

り
で
、
こ
れ
は
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
は
昭
和
　
年
か
ら

３９

通
水
し
、
耐
用
年
数
（
配
水
管

　
年
な
ど
）
を
経
過
し
た
設
備

４０な
ど
の
資
産
の
割
合
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

給水に係る費用を水道料給水に係る費用を水道料金金
でまかなえたかを示しでまかなえたかを示し、、
100％以下の場合は不足し100％以下の場合は不足してて
いることを意味していますいることを意味しています。。

茎貸借対照表
◆負債の部
　負債合計  　　3,２９４
◆資本の部
　資本合計　　  3,６６０

◆資産の部

　固定資産  　　3,４２８

　流動資産　  　   ,５２６

　  合　計　       3,９５４　  合　計   　    3,９５４

罫キャッシュフロー計算書
業務活動によるキャッシュフロー　　 159,７２７
投資活動によるキャッシュフロー　  ▲７２,４６５
財務活動によるキャッシュフロー　▲１００,４８７
　資産増加額　　　　　　　　    ▲１３,２２５
　資金期首残高　　　　　　　　   ５３０,１９１
　資金期末残高　　　　　             ５１６,９６６

繋損益計算書

１.営業収益　　 　３８４,２５３ 
２.営業費用　　 　３５７,２６９
３.営業外収益　   　８３,１２３
４.営業外費用　   　６９,２３１ 
◎経常利益　　  　４０,８７６ 
５.特別損失　　 　　２,９６８
★当年度純利益     ３７,９０８ 

本本
市市
のの
水水
道道
事事
業業
のの
経経
営営
はは
、、

おお
おお
むむ
ねね
良良
好好
でで
推推
移移
しし
てて
いい
まま

すす
。。
しし
かか
しし
、、
今今
後後
はは
老老
朽朽
化化
しし

たた
施施
設設
のの
更更
新新
やや
突突
発発
的的
なな
障障
害害

にに
よよ
るる
支支
出出
、、
人人
口口
減減
にに
よよ
るる
水水

道道
料料
金金
収収
入入
のの
減減
少少
なな
どど
がが
懸懸
念念

ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。

今今
後後
もも
最最
少少
経経
費費
でで
最最
大大
効効
果果

がが
発発
揮揮
でで
きき
るる
経経
営営
めめ
ざざ
しし
てて
、、

健健
全全
財財
政政
のの
確確
保保
にに
努努
めめ
てて
いい
きき

まま
すす
。。

※※
地
方
公
営
企
業
法
の
改
正
に
と
も
な
い
、

地
方
公
営
企
業
法
の
改
正
に
と
も
な
い
、
前前

年
度
と
の
対
比
は
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。
く
わ

年
度
と
の
対
比
は
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。
く
わ
しし

く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。。
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施設の配水能力に対する施設の配水能力に対する配配
水量の割合を示し、１００％水量の割合を示し、１００％にに
近いほど、フル稼働して近いほど、フル稼働していい
ることを意味していますることを意味しています。。

設
修
繕
や
減
価
償
却
費
の
増
加

が
要
因
で
、
計
画
的
な
修
繕
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
改
善
す

る
見
通
し
で
す
。

平平成成2266年年度度

決 算 財 務 諸決 算 財 務 諸 表表

　　：富良野市
　　：類似団体
※H２７以降は見込み

営業収支比率

経常収支比率

有形固定資産減価償却率

料金回収率有　収　率施設利用率 　
　：

富
良
野
市
・
　
　：

類
似
団
体

　
　：

富
良
野
市
・
　
　：

類
似
団
体

数値が高いほ
ど安定経営！

数値が高いほ
ど安定経営！

（単位：千円）

（単位：百万円）

（単位：千円）

道内３２市の水道料金（H２５年度道内３２市の水道料金（H２５年度））

 １．夕張市 2,95１． 夕張市　 　2,9566円円//１０１０逢逢

 ２．深川市 2,25２． 深川市 　　2,2566円円//１０１０逢逢

３．北広島市 2,36 ３． 北広島市　 2,3622円円//１０１０逢逢

１５．富良野市１５．富良野市 　1,8271,827円円//１０１０逢逢
　　一一般般基本基本料料８ ８逢逢１,４４７. １,４４７.２２円円（２１６.０（２１６.０円円））
　　営業 〃 １営業　〃　 １６６逢逢 ３,３５８.８３,３５８.８円円（２５９.２（２５９.２円円））
　　団体団体　〃〃　 １６１６逢逢 ３,４８８.３,４８８.４４円円（２５９.２（２５９.２円円））

３２．函館市 ７４ ３２．函館市 　   　７４５５円円//１０１０逢逢

※料金の高い順・（ ）は※料金の高い順・（ ）は１１逢逢当たりの超過料金当たりの超過料金  

    １０７.６％

    １０９.６％

　
・
１
％

８８
　
・
８
％

８１　
・
８
％

５８

　
・
５
％

４４

H19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

H19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

　H19　20　21　22　23　24　25　26 　H19　20　21　22　23　24　25　26 

年間配水量に対し料金化年間配水量に対し料金化ささ
れた水量を示し、H２２は無れた水量を示し、H２２は無効効
水量の増加で落ち込みま水量の増加で落ち込みましし
たが、類似団体よりも効率たが、類似団体よりも効率的的
な状況となっていますな状況となっています。。

　H19　20　21　22　23　24　25　26 

【営業収支比率
　　　　＝営業収益／営業費用】
営業収支のバランスを数値化。数
値が高いほど安定経営を示します。

【経常収支比率
　　＝経常収益／経常費用】
経常収支のバランスを数値化。数
値が高いほど安定経営を示します。

水水
道道
事事
業業
のの
情情
報報
をを
おお
知知
らら
せせ
しし
まま
すす
 

      
水水水水水水水水水水水
道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
のののののののののののののののののののののの

デデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデ
ィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ
ススススススススススススススススススススス

デ
ィ
ス
クククククククククククククククククククククク
ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジ
ャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャ

ロ
ー
ジ
ャ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

　H19　20　21　22　23　24　25　26 
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今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
お

聞
き
し
た
い
。

【
市
】　
雨
天
時
や
冬
の
遊
び

場
が
課
題
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
市
で
行
っ
て
い
る
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
１
階
で
実
施
し
て
い

る
。
幼
稚
園
や
保
育
所
に
行
っ

て
い
な
い
子
ど
も
を
対
象
に

現
在
１
０
０
人
程
度
が
登
録

し
て
い
る
の
で
、
曜
日
を
決
め

て
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
利
用
し
て
い
る
お
母
さ
ん

か
ら
も
土
・
日
曜
日
に
な
る
と
、

ど
こ
も
使
用
で
き
る
と
こ
ろ

が
無
い
と
聞
い
て
い
る
。

　
児
童
館
や
地
域
会
館
も
あ

る
が
、
来
年
度
に
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
を
土
曜
日
も
一
部

開
放
し
、
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ

が
あ
る
の
か
な
ど
検
討
し
た

い
。

子
育
て
に
お
け
る
　
　
　
　
　

　
　
　
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

【
意
見
】　
麓
郷
で
は
、
保
育
所

に
通
う
子
ど
も
の
お
母
さ
ん

が
組
織
を
作
り
、
保
育
所
の
終

了
後
や
、
土
・
日
曜
日
も
そ
の

組
織
で
地
域
会
館
を
利
用
し

て
い
る
。
地
域
の
子
ど
も
た
ち

が
使
用
す
る
の
で
、
利
用
料
や

暖
房
料
は
、も
ら
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
滑
り
台
な
ど
の
遊
び
道

具
は
、会
館
に
保
管
し
て
い
る
。

子
育
て
が
終
わ
っ
た
人
か
ら

本
な
ど
を
セ
ン
タ
ー
に
提
供

し
て
も
ら
い
、
み
ん
な
で
利
用

し
た
り
、
退
職
し
た
学
校
の
先

生
が
セ
ン
タ
ー
で
、
寺
子
屋
み

た
い
な
こ
と
が
で
き
な
い
か

を
検
討
し
て
い
る
。

　
地
域
で
お
母
さ
ん
た
ち
が

グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
利
用
し

た
方
が
良
い
と
考
え
る
。

【
市
】　
子
育
て
を
し
て
い
る

保
護
者
か
ら
は
、
基
本
的
に
個

人
が
い
つ
で
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
の
意

見
が
あ
る
。

　
各
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
申
し
込
み

を
す
る
際
に
は
、
個
人
で
も
利

用
で
き
ま
す
が
、
各
地
域
で
グ

ル
ー
プ
な
ど
を
組
織
化
す
る

こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場

が
増
え
、
よ
り
使
用
し
や
す
い

環
境
が
で
き
る
と
考
え
る
。

J
R
根
室
本
線
に
つ
い
て

【
意
見
】　
J
R
の
路
線
の
間

引
き
や
廃
線
は
、
子
ど
も
の
通

学
な
ど
が
あ
る
の
で
実
施
し

な
い
で
ほ
し
い
。

【
市
】　
Ｊ
Ｒ
根
室
線
に
つ
い

て
は
、
廃
線
で
は
な
く
、
減
便

の
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。
乗

降
客
が
5
0
0
人
未
満
の
と

こ
ろ
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

J
R
か
ら
は
、
通
学
時
間
帯
に

つ
い
て
は
存
続
す
る
方
向
で
、

そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、
減
便

の
対
象
で
あ
る
と
提
案
さ
れ

て
い
る
。
国
や
道
に
対
し
て
も

今
後
の
交
通
体
系
を
ど
の
よ

う
に
し
て
い
く
の
か
話
を
し

て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
駅
の
ト
イ
レ
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
以
降
、
行
政
も

負
担
し
な
が
ら
整
備
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
る
。

児
童
館
の
活
用
に
つ
い
て

【
意
見
】　
児
童
館
を
サ
ロ
ン

に
使
用
で
き
な
い
か
。
サ
ロ
ン

の
利
用
者
が
地
域
会
館
か
ら

遠
い
場
合
に
行
け
な
い
と
の

理
由
が
多
い
。

【
市
】　
利
用
者

の
距
離
的
な
も

の
も
あ
る
の
で
、

場
所
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。

　
　
月
１
日
、
本
年
度
２
回
目
の
連
合
町
内
会
長
会
議
を
開
催
し
ま
し

１２
た
。
今
回
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
や
除
排
雪
な
ど
の
お
知
ら
せ
事
項
を
中

心
に
、
地
域
課
題
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
し
、
多
く
の
貴
重
な
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
     　
　
　
　
　
　
　
　
 鰹問 
企
画
振
興
課
　
拶
３
９
‐
２
３
０
４

屋
内
で
遊
ぶ
場
所
に
つ
い
て

【
意
見
】　
地
域
懇
談
会
で
子

育
て
を
す
る
世
代
の
方
が
北

の
峰
地
区
に
来
ら
れ
、
雨
天
時

や
土
・
日
曜
日
に
集
う
場
所
を

確
保
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見

が
出
て
い
た
。
北
の
峰
地
域
の

住
民
だ
け
で
な
く
、
他
の
地
域

の
方
も
来
ら
れ
て
い
た
の
で
、

平
成
　
年
度

２７第第
２２
回回

連連
合合
町町
内内
会会
長長
会会
議議
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光地域医療の
local medical care   ray of hope ―

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に

―
 地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
 ――
 

生生
命命
とと

健健
康康
をを

守守
るる

ま
ち
の
お
医
者
さ

　
ま
ち
の
お
医
者
さ
んん
⑩⑩

　
富
良
野
圏
域
で
唯
一
の
精
神
科

病
院
と
し
て
昭
和
　
年
に
開
院
し
、

５５

心
の
病
を
抱
え
る
住
民
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
北
の
峰
病
院

で
、
院
長
を
務
め
る
上
富
良
野
町

出
身
の
久
保
先
生
。「
い
つ
か
は
地

域
医
療
に
携
わ
り
た
い
」
と
の
思

い
を
胸
に
、
埼
玉
医
科
大
学
で
精

神
科
医
を
め
ざ
し
、
順
調
に
歩
み

を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　
大
学
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
と

き
は
、
忙
し
さ
の
中
で
地
域
医
療

へ
の
気
持
ち
が
薄
れ
た
時
期
も
あ

り
ま
し
た
が
、
平
成
　
年
の
夏
、

１２

現
在
の
北
の
峰
病
院
名
誉
院
長
で

あ
る
石
澤
先
生
と
の
運
命
的
な
出

会
い
と
、
漠
然
と
考
え
て
い
た
「
い

つ
か
は
地
元
で
」
と
い
う
気
持
ち

と
相
ま
っ
て
、
地
域
医
療
へ
の
思

い
が
再
燃
。
赤
平
市
に
あ
る
平
岸

病
院
、
そ
の
後
北
の
峰
病
院
に
赴

任
し
、
平
成
　
年
に
は
副
院
長
、

１７

そ
の
４
年
後
に
は
院
長
に
就
任
し

現
在
に
至
り
ま
す
。

　
大
学
時
代
に
は
、
ア
ル
ペ
ン
競

技
ス
キ
ー
部
で
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務

め
、
地
元
富
良
野
ま
で
来
て
ス

キ
ー
合
宿
を
し
た
ほ
ど
で
し
た
が
、

今
で
は
ス
ポ
ー
ツ
と
は
す
っ
か
り

疎
遠
と
な
り
、
た
ま
の
休
日
に
温

泉
へ
出
か
け
る
の
が
心
と
体
を
い

や
す
至
極
の
ひ
と
時
。
沖
縄
が
大

好
き
な
こ
と
も
あ
り
、
温
泉
を
主

目
的
に
宮
古
島
へ
行
っ
た
こ
と
も

あ
る
ほ
ど
で
す
。

　
地
域
医
療
に
欠
か
せ
な
い
「
地

域
と
の
つ
な
が
り
」
を
求
め
て
、

　
代
の
こ
ろ
に
は
青
年
会
議
所
に

３０所
属
し
、「
ま
ち
づ
く
り
」「
ひ
と

づ
く
り
」
を
目
的
と
し
た
多
く
の

活
動
に
携
わ
り
ま
し
た
。
現
在
も

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
活
動
を
継

続
し
、
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
痛

感
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、

富
良
野
保
健
所
管
轄
の
富
良
野
医

療
圏
に
精
神
科
が
一
つ
と
い
う
、

他
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
保
健
所
を
中

心
と
し
た
関
連
事
業
所
、
行
政
、

医
療
機
関
な
ど
と
の
情
報
交
換
、

連
携
を
密
に
行
い
、
近
年
急
増
し

て
い
る
心
の
病
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　「
あ
た
た
か
い
笑
顔
」「
人
と
人

と
の
心
が
か
よ
う
」「
ふ
れ
あ
い
の

医
療
」
が
久
保
先
生
の
め
ざ
す
医

療
の
姿
。
精
神
科
医
療
で
は
、
疾

患
の
早
期
発
見
、
適
切
な
診
断
、

治
療
、
早
期
退
院
、
そ
し
て
病
院

の
開
放
化
が
大
切
で
、
患
者
さ
ん

▲社会医療法人博友会　北の峰病院
　住　　所　中御料2062
　診療科目　精神科、神経科
　病　　床　１７０床

北
の
峰
病
院

久
保

昌
己

院
長

ま
さ

き

は
、
地
域
社
会
と
密
着
し
た
生
活

を
送
り
な
が
ら
治
療
を
継
続
す
る

こ
と
が
重
要
と
の
こ
と
で
す
。
当

然
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
心
に
余
裕

が
な
い
状
態
で
は
患
者
さ
ん
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
の
で
、
グ
ル
ー
プ

の
母
体
で
あ
る
社
会
医
療
法
人
博

友
会
で
は
働
き
や
す
い
環
境
を
重

要
視
し
て
い
ま
す
。

　「
今
後
も
、
環
境
に
恵
ま
れ
た
富

良
野
ら
し
い
 癒
 し
の
空
間
と
時
間

い
や

を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
精
神

科
医
療
を
追
求
し
、
地
域
に
親
し

ま
れ
る
病
院
づ
く
り
に
努
め
た

い
」
と
話
す
久
保
先
生
。
地
域
と

し
っ
か
り
手
を
取
り
合
い
、
豊
か

な
経
験
と
広
い
視
野
で
、
病
院
内

に
留
ま
ら
な
い
総
合
的
な
住
民
の

心
の
ケ
ア
を
い
つ
も
考
え
て
く
れ

て
い
ま
す
。

▲開放的な癒しの空間を演出した病院内の
　ストレスケア病棟

人
と
人
と
の
心
が
か
よ
う
ふ
れ
あ
い
の

医
療
を
め
ざ
し
て
―
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　中富良野　

ウインターフェスティバル２０１６
　冬ならではの愉快なイベントが盛りだく
さん！また、体が温まる飲み物や食べ物のほ
か、夜空を彩る花火が打ち上がります。子ど
もから大人までみんなで冬を楽しみましょ
う。

と　き　２月１４日鰹日 

ところ　北星スキー場

鰹問 ウインターフェスティバル実行委員会　拶４４‐２２０４

　南富良野　
かなやま湖冬の風物詩

氷上わかさぎ釣り
　かなやま湖のわかさぎ釣りシーズンが到来
しました。町では釣り場の管理などを行ってい
ませんので、氷の厚さや周辺の状況など、安全
を確認してから釣りをしてください。わかさぎ
釣りはこれからが本番。ぜひお越しください。

鰹問 企画課商工観光係　拶５２‐２１１５

　上富良野　

カレーの日
　１月２２日の「カレーの日」に合わせて、「か
みふらの豊味豚カレー」を500円（各日限定
２２食・通常９００円）で提供します。また、カ
レーを食べた方の入浴料は特別料金の３００円
になりますので、セットでお楽しみください。

と　き　1月21日鰹木 ～24日鰹日 

ところ　フロンティア フラヌイ温泉、

十勝岳温泉 カミホロ荘、十勝岳温泉 凌雲閣

鰹問 産業振興課商工観光班　拶４５‐６９８３

ちょっくら

となりまち

今月のテーマ

冬の体験

スポット

ふらのワインの

  ひみつ
このコーナーでは、ふらのワインに関するさまざまな情報を提供していきます

　　今月のテーマは…

　　ワインの「温度」について

飲みごろの温度

ふらのワインふらのワインををおいしく飲むコおいしく飲むコツツ虚虚

℃

２２
２０
１８
１６
１４
１２
１０
８
６
４
２
０

美美美美美美美美美美味味味味味味味味味味ししししししししししくくくくくくくくくく飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲美味しく飲むむむむむむむむむむむ温度は？
　ワインには、それぞれより美味しく飲むことのできる温度帯があり

ます。その違いは、赤・白・ロゼのタイプや、甘口・辛口などの味わ

いによって大きく分けることができます。

　ふらのワインでは、大きく分けると右図のようになります。

飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲みみごろより温度が高いとどうなるの？
　香りが強くなり、熟成感、複雑性も高まります。甘味を強く感じ、

酸味が柔らかく感じますが、繊細な風味が判りにくくなります。

飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲みみごろより温度が低いとどうなるの？
　フレッシュ感、果実の風味が強く感じられます。酸味を強く感じ、

辛口の印象を与えます。苦味や渋味が強く感じられます。冷やしすぎ

ると香りが弱く感じます。

冷冷冷冷冷冷冷冷冷冷冷ええていないワインを
　飲みごろの温度にする方法
　氷水を入れたワインクーラー（ボトルが入る

大きさなら他の容器でも可）でボトルごと冷や

すと、１分間に約１℃のペースでワインが冷え

ていきます。例えば、２５℃の温度に置かれてい

たワインを１０℃にするには、約１５分かかる計算

になります。

年末年始は年末年始は、、
ふらのワイン　  ふらのワインでで

乾杯を                        乾杯を！！

必見！

【再告知【再告知】】

ふふららののワワイインン

新 春 初 売新 春 初 売 りり
とと きき １１月月４４日日条条

午午前前１１００時時

ととこころろ ワワイインン工工場場

価価 格格 １１万万円円（（税税込込みみ））
※※１１６６,,００００００円円相相当当のの
ワワイインン詰詰めめ合合わわせせ

販販売売数数 限限定定５５００セセッットト

★★
　　　　　    ★★
★ ★   
           ★★
 

１５～１８℃　ふふららののワワイインン
辛辛口口タタイイププのの赤赤

７～１０℃　ふふららののワワイインン
辛辛口口タタイイププのの白白・・ロロゼゼ

４～７℃　ふふららののワワイインン甘甘口口
ペペルルルル・・ドド・・ババッッカカスス
アアイイススワワイインン

　占冠　

アイスキャンドルナイト占冠2016
　極寒の占冠村に約1000個の「アイスキャ
ンドル」が夜を灯します。会場では、ピラミッ
ドキャンドル、チューブ滑り台、グルメ販売
コーナーもあり、アイスキャンドルや手作り
チョコのコンテスト、花火大会も行います。

と　き　２月１３日鰹土 　午後４時～８時

ところ　道の駅自然体感しむかっぷ

鰹問 NPO法人占冠・村づくり観光協会　拶３９‐８０１０
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注目の本！

　お弁当を作るだけでは伝
えきれない愛を、箸袋に描
いたイラストに込めて…。
　50代夫婦による箸袋を
使ったユニークなコミュニ
ケーションと幸せの作り方
を大公開。

 きょうも箸袋でラブレター
　　        　　　　　　　　歌代子

ＢＯＯＫＳ

昭
和
　
年
（
１
９
７
７
年
）

５２

姉
妹
都
市
提
携
調
印
式

　
昭
和
　
年
２
月
　
日
、
富
良

５２

２３

野
市
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ス

キ
ー
と
観
光
の
ま
ち
シ
ュ
ラ
ー

ト
ミ
ン
ク
市
の
姉
妹
都
市
提
携

調
印
式
が
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ

た
。
　
こ
の
日
、
富
良
野
入
り
し
た

シ
ュ
ラ
ー
ト
ミ
ン
ク
市
の
ク

レ
ー
ル
市
長
一
行
７
人
の
訪
問

団
は
、
市
役
所
を
訪
れ
、
調
印

式
に
臨
ん
だ
。
式
場
に
は
両
国

国
歌
が
流
さ
れ
、
両
市
長
が
盟

約
書
に
署
名
、
に
こ
や
か
に
堅

い
握
手
を
交
わ
し
、
両
市
の
友

好
親
善
を
誓
い
合
っ
た
。

　
訪
問
団
は
、
初
め
て
開
催
さ

れ
る
Ｆ
Ｉ
Ｓ
ス
キ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
富
良
野
大
会
に
合
せ
て

来
富
し
観
戦
し
た
。
女
子
回
転

で
シ
ュ
ラ
ー
ト
ミ
ン
ク
市
出
身

の
レ
ギ
ナ
・
ザ
ッ
ク
ル
選
手
が

優
勝
し
、
姉
妹
都
市
提
携
に
花

を
添
え
た
。

享

◆開館時間　
　火～金　
　午前１０時～午後６時
　土・日　
　午前９時～午後５時

◆１月の休館日
　毎週月曜日

　１日鰹金 ～５日鰹火 
　１２日鰹火 ・２９日鰹金 

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

一般書 NEW

野球部あるある / 菊地選手
著・クロマツ テツロウ漫画

はなちゃん12歳の台所
/ 安武 はな

グラタン・ドリア
/ ワタナベ マキ

児童書 NEW

えほんからとびだしたオオカミ 
/ グレゴワール・マビール

ぼく、仮面ライダーになる!
ゴースト編 / のぶみ

きょうりゅうといぬどっち
がつよい？ / のぶみ、ひす
い こたろう

▲姉妹都市提携調印式(髙松市長とクレール市長)

展示・イベント

【２階多目的ホール】

　新年おはなし会 　　　　　 １月９日鰹土 　午前10時30分

　※英語のおはなし会はお休みです

【１階読み聞かせコーナー】

　どんぐりおはなし会　　 　  １月２０日鰹水 ・２７日鰹水  午後３時
　　　　　　　　　　　　　　　（６・１３日はありません）

【お知らせ】
　館内でDVD・CDなどの視聴覚資料も利用できます。機材は、１階
カウンターで貸し出しています。

図書館のホームページもご覧ください

富良野図書館 検  索

較

こちらをチェック！

▲
ザ
ッ
ク
ル
選
手
と
両
市
長
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp） 

生まれたときから仲良し生まれたときから仲良し！！

あるけるようになりました　あるけるようになりました！！

大橋匠 大橋  匠 さんさん 
たくたくみみ

   (１歳(１歳)) 平沢　平沢　

　　　

右か右からら

太田 七海 太田  七  海 さんさん    (５カ月)(５カ月)　緑町緑町

なななな みみ

中田龍玖 中田  龍  玖 さんさん    ((４４カ月カ月))　緑町緑町
りり くく

 　

　
昨
年
　
月
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て

１０

か
ら
、
会
員
は
１
１
１
人
に
な
り
ま
し

た
。
交
流
会
な
ど
を
通
じ
て
依
頼
会
員

と
提
供
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
な
が

ら
、
気
軽
に
利
用
で
き
る
組
織
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。
２
月
に
は
提
供
会
員
に

な
っ
て
い
た
だ
く
方
の
た
め
の
養
成
講

座
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の

受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
随
時
、
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鰹問 
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
　（
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）

　
　
　
　
　
　
 拶
２
２
‐
３
１
０
０

会会員員同同士士、、支支ええ合合っってて子子育育ててをを

樺 樺

樺

樺

樺

「ファミリー・サポート・センター」って？

　子育ての手助けをして欲しい
人【依頼会員】と、お手伝いでき
る人【提供会員】が会員組織をつ
くり、地域で子育てを支え合って
いく制度が「ファミリー・サポー
ト・センター」。「ファミサポ」の
愛称で親しまれています。

【写真】１２月５日鰹土 に交流会を開催
し、お正月飾り作りを会員相互で楽
しみました。

樺

樺

樺 樺

樺

 会会会会会会会会会会会会会会会会会員員員員員員員員員員員員員員員随随随随随随随随随随随時時時時時時時時時時時募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集中中中中中中中中中中中 ！！！！！！！！！！！
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ズームアップ

まちのできごと

 ボランティアひまわり会

和５４年４月に団体設立以来３６年間にわたり、他の
模範となって市内においてボランティア活動を

けん引し、特に高齢者福祉の分野では介護施設におけ
る傾聴と介助ボランティアに尽力されました。また、
他の団体が主催する研修会などにも積極的に参加し、
団体相互で切磋琢磨し、ボランティア活動の実践力向
上に寄与されました。これらの功績が認められ受賞さ
れました。

昭

厚生労働大臣表彰
　　  ボランティア功労

紺綬褒章
　　    

成２７年３月３０日に、富良野市の地域振興のため
役立ててほしいと、株式会社ホッコン（本社 深

川市）から金1,000万円の寄付があり、このほど内閣
府から紺綬褒章の発令 受  賜 がありました。１２月１１日

じゅ はい

に深川市内の本社において伝達式が行われ、能登市
長から改めて「市政振興のために大切に使わせてい
ただきます」とお礼を述べ、芳賀 昭 

てる

 雄 取締役会長に
お

褒状を伝達しました。

平

 株式会社 ホッコン

▼ミラクルショットで勝利をつかめ
第７回フロアカーリング交流大会　１２月１２日鰹土 

上のチェスの異名を持つカーリングを室内で

気軽に楽しもうと考案された「フロアカーリン

グ」。このほど、スポーツセンターで７回目の交流

大会が開催され、２１チーム９７人が頭脳戦を繰り広げ

ました。注目を浴びたのは１０月にフロアカーリング

発祥の町、新得町で開催された第１７回全国フロア

カーリング交流大会のフォース（４人１組）の部で

氷
優勝した「富良野あかつきB」の村橋信衛主将。対

戦チームからは「あれが全国一の投球か！」「相手

にとって不足はない」などの声があがっていました。

また、大会に先立ち匿名でフロアカーリングの道具

５セットがスポーツセンターに寄贈され、開会式で

野嶋重克理事長からは「ご厚意に感謝し、大切に使

わせていただきます」とあいさつがありました。

▲全国フロアカーリング交流大会で
優勝した「富良野あかつきB」のメン
バー。左から、坂井さん、宇津沢さん、
近田さん、村橋主将
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ズームアップ

まちのできごと

ま ち の で き ご と
ZZOOOOMMUUPPFFUURRAANNOO
ズズーームムアアッッププふふららののズズーームムアアッッププふふららのの

▼プロレスラーと遊ぼう！
北都プロレスinやまべ２０１５　１２月６日鰹日 

回で４回目の開催となる北都プロレスが山

部福祉センターで開催され、多くの観客でに

ぎわいました。試合開始前には、ちびっこプロレ

スが行われ、大きな選手を相手に数人の子どもた

ちが対戦。迫力ある試合では技が決まるたびに客

席から拍手や大きな声援が送られていました。ま

た、対戦の最中に選手が観客へ助けを求めるなど、

観客も交えた試合に会場は盛り上がっていました。

今

▼地域活動の節目を祝う
瑞穂連合町内会創立３０周年記念式典　１１月２９日鰹日 

和５８年に設立された瑞穂連合町内会の創立３０

周年記念式典が瑞穂コミュニティセンターで

開催され、地域住民をはじめ関係者などが集まり

節目の年を祝いました。式では歴代の連合会長に

感謝状が贈られ、野原武連合会長は「地域防災な

どの課題も含め、今後も行政と連携して安全安心

な住みやすい地域にしていきたい」とあいさつし、

さらなる地域活動の発展を誓っていました。

昭

▼先人の思いを胸に
五区長寿会創立５０周年記念式　１２月１０日鰹木 

和４１年に設立された五区長寿会の創立５０周

年を祝う式典がハイランドふらので開催さ

れ、地域住民や関係者が集まる中、節目の年を祝

いました。式では、歴代の会長や役員に感謝状が

手渡され、「絆の大切さを学びながら今日まで活動

することができました。先輩たちも喜んでいると

思います」と８代目会長の佐藤秀雄さんからは謝

辞が述べられていました。

昭

▼みんなで応援しよう！
ふらの山部勇友VBS道新カップ道北大会準優勝　１１月７日鰹土 ・８日鰹日 

部小学校のバレーボール少年団「ふらの山部

 勇 
ゆう

 友 VBS」が、名寄市で行われた道新カップ
ふれ

道北大会の男女混合の部で見事準優勝を飾り、１

月９日に行われる道選抜優勝大会への切符を手に

しました。少年団は今年初めて男女混合で結成さ

れ、１年生から６年生の男女１０人が所属。山部小

学校としての快挙に加え、小さなチームが全道の

強豪と対戦します。

山
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いが残ったときに受け取れます。また遺族年金は、

加入者が死亡した場合、その加入者により生計を

維持されていた遺族が受け取れます。

※学生や所得が少ない３０歳未満の方には「学生納

付特例制度」「若年者納付猶予制度」など、保険料

の納付が猶予される制度がありますので、くわし

くは問い合わせください。

保険料の支払いはお忘れなく

鰹問 市民環境課市民年金係　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き

昭和２６年１月生まれ(満６５歳)の方は、満６５歳の誕生日

以降に手続きをしてください。すでに厚生年金を受給

している方は、誕生月に送られてくるはがきを返送す

ることで、基礎年金の手続きが完了します。

市役所②番窓口にお越しください。必要なものは印鑑・預金通

帳・戸籍全部事項証明（戸籍謄本）・住民票謄本などです。

新成人のみなさん！  ２０歳になったら国民年金

　国民年金は、年をとったときやいざというときの

生活を、現役世代みんなで支えようという考えで作

られた仕組みです。若いときから加入し保険料を納

め続けることで、年をとったときや、病気やケガで

障がいが残ったとき、家族の働き手が亡くなったと

きに、年金を受け取ることができます。

― 国民年金のポイント ―　

虚将来の大きな支えになります！

　２０歳から６０歳までの方が加入し、保険料を納める

制度です。国が責任をもって運営し、年金の給付は

生涯にわたって保障されます。

許老後のためだけのものではありません！

　年をとったときの老齢年金のほか障害年金や遺

族年金もあります。障害年金は、病気や事故で障が

　１月は入浴中の突然死が最も多い季節で、心疾

患や脳血管疾患などの心血管系の病気の方は注意

が必要です。その原因のひとつと言われる「ヒー

トショック」は、家の中の急激な温度変化がもた

らす血圧の乱高下のことを指します。冬の脱衣所・

浴室・トイレは、居間との温度差が１０℃ 以上にな

り、「ヒートショック」を起こしやすい場所です。

　入浴の場合、暖かい居間から寒い廊下を通って

脱衣所で服を脱ぐ間、体が冷えるため、血管が縮

んで血圧が急激に上昇します。ところが湯船に入

ると血管が広がって血圧は急激に低下。最後に温

まった体で寒い脱衣所に出ることで再び急激に血

圧が上昇します。この急激な血圧の乱高下により

心臓に負担がかかり、心筋梗塞や脳梗塞などを引

き起こすことがあります。また冬のトイレでも、

同様のことが起こりえます。

　入浴中の死亡者数は、年間１万人

以上（少なくとも交通事故死亡者数

の２倍以上）、月別では１月が最多

で、「ヒートショック」が最大の原

因と考えられています。

ヒートショック、こんな人は要注意！

　以下に当てはまる方は、注意が必要です。

仕年齢　65歳以上の方

仕持病　狭心症・心筋梗塞、脳出血・脳梗塞、肥

　満・メタボリックシンドローム、高血圧、糖尿

　病、不整脈、睡眠時無呼吸症候群の方

仕入浴習慣　１番風呂、深夜の入浴、飲酒後や食

　事直後・薬を飲んだ直後の入浴、４２℃ 以上の熱

　い風呂に首までつかり長湯する方

仕居住空間　脱衣所・浴室・トイレに暖房設備が

　なく２０℃ 未満、築年数が経過している、浴室が

　タイル張りで窓がある住宅にお住まいの方

ヒートショックを防ぐには…

虚暖房器具で脱衣所・トイレを暖かくしておく

許シャワーでお湯をためる・浴槽のふたを開ける、

　温かいシャワーをまいて浴室全体を暖めておく

距入浴前後にコップ１杯程度の水分を補給する

鋸湯船に入る前に手足にかけ湯をして徐々に体を

　温め、足からゆっくりと湯船に入り、徐々に肩

　までつかる、長湯を避ける

漁飲酒後の入浴は避ける

寒い冬、ヒートショックにご用心！

今月のテーマは  

こんにちは

保健師です！
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クーリング・オフ葉書は富

良野郵便局、若葉郵便局、

山部・東山支所にも置いて

あります。また、消費生活

センターと山部・東山支所

に「タオル等回収ボック

ス」が設置されています。

不要になったタオル類・白

メリヤス・毛布の回収にご

協力ください。

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ消費生活センターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
 　月～金  午前１０時～午後４時

ダイヤル交換市もやってます！

◆譲ります　　　　　　　　　　　　　　 　  
捌捌大正琴楽譜（初・中・上級他大正琴楽譜（初・中・上級他））捌捌電位温熱敷きマット電位温熱敷きマット捌捌パイプパイプ

ベッベットト捌捌エレクトーエレクトーンン捌捌パソコン用プリンタパソコン用プリンターー捌捌パソコン用スパソコン用ス

キャナキャナーー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　

◆譲ってください　　　　　　　　　　　  　 
捌捌半袖Ｙシャツ（女子用１５０～１６０半袖Ｙシャツ（女子用１５０～１６０））捌捌足踏みミシン足踏みミシン捌捌電子レンジ電子レンジ

相相談談すするるなならら

再確認！

排出方法とマナー

市市民民環環境境課課かからら
おお知知ららせせ

拶拶３３９９--22330088 

　　ルールを守って　　　　　　　　　

　　資源ごみを出しましょう

　各種資源ごみの排出について、市民のみなさ

んに協力をお願いしていますが、指定袋に他の

ごみが混入したり、指定袋以外で出している状

況が増えてきています。

　警告シールで取り残されている事例としては、

二重袋、指定袋・無色透明な袋以外のレジ袋の

使用、金属・生ごみなど他のごみが混入してい

る状況が特に目立ちます。

　資源回収ステーションは、町内会で管理され、

分別しないでごみを出すと、町内会のみなさん

に迷惑をかけますので、「分

ければ資源、混ぜればごみ」

を合言葉に、　分別ルールに

もとづいてごみを出しましょ

う！くわしくは、「ごみの分

け方・出し方ガイドブック」

（右写真）をご覧ください。

　　粗大ごみ・小型電気ごみについて

　１月の粗大ごみ・小型電気ごみの排出申し込

み受け付けは１月２７日鰹水 までです。

　回収日は、２月４日鰹木 または２月５日鰹金 です。

▲このステッカーが目印

「粗大ごみ処理券」取扱店（１２月１４日現在）

　　　　　　・ローソン富良野 若松町店

　　　　　　・ローソン富良野 緑町店

　　　　　　・ローソン富良野 協会病院店

　　　　　　・セブンイレブン富良野 山部店

　　　　　　・セブンイレブン富良野 北の峰店

　　子どもがゲーム機でサイトの無料画面を

　　見ていた。突然アダルト請求画面になり、

４５,０００円を請求された。画面を消そうとしても

請求画面が張り付いて消えない。どうしたらよ

いか。

　　契約は双方の合意で成立するため、無料と
　　思いクリックしただけでは、有料の契約を

申し込んだとは言えず、契約は成立していない

と考えられます。業者に連絡せず無視するよう

助言しました。また請求画面が繰り返し出現す

るのは、コンピューターウイルスなどによるも

のと考えられます。消去方法は、情報処理推

進機構のホームページを参考にしてください。

（http://www.ipa.go.jp/）

　ゲーム機をはじめ、携帯型音響機器・タブ

レット端末もパソコン同様にネットに繋がる

機能があり、無料サイトから有害なアプリに突

然つながり不当請求される場合があります。ま

た、無料通話のアプリが出会い系のように使わ

れたり無料ゲームサイトで知り合った人とト

ラブルになるなど、親が子どもの交友関係を把

握することが困難になっています。

　「ゲーム機や音楽を聴く機器」の使用方法を

安易に考えず、機能を理解し、使い方や使用

時間を親子で話し合うようにしましょう。

今月は

ゲーム機で不当請求

Ｑ

A
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このページは広告料収入で作成しています

Ｑ.資源ごみを出したら、警告
シールが貼られ取り残され
ました。どうすれば良いです
か？

Ａ．残された理由が警告シー
ルに記載されていますので、
持ち帰って再分別後、改めて
指定日に出してください。

Ｑ.シャンデリア（照明器具）
は何ごみ？ 

Ａ．粗大ごみになりますので、
処理券の購入と申込みが必要
です。

Ｑ.1畳敷きの 絨  毯 は何ご
じゅう たん

み？

Ａ．裁断するなどして、袋に
入る大きさのものは固形燃料
ごみになります。
　袋に入らないものは粗大ご
みになりまので、処理券の購
入と申込みが必要です。

１月号

ありがとうございます

田澤 豊さん　
（博物館へ）カメラ114点

横田 綾子さん
（ふるさと納税）金３万円

鈴木 登さん
（ふるさと納税）金１万円

鈴木 知恵子さん　
（ふるさと納税）金１万円

村田 和実さん　　
（ふるさと納税）金１０万円

寄 付

ごみＱ＆Ａ

 く
ら
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
の
追
加
受
付

　
昨
年
の
申
請
時
に
資
格
要
件

を
満
た
し
て
い
な
か
っ
た
方
や

申
請
さ
れ
な
か
っ
た
方
を
対
象

に
、
市
が
平
成
　
年
度
に
発
注

２８

す
る
工
事
請
負
契
約
な
ど
の
競

争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
の
資
格
審
査
申
請
を
追
加
受

け
付
け
し
ま
す
。

　
申
請
方
法
な
ど
、
く
わ
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な

お
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

受
付
項
目
　

虚
建
設
工
事

許
建
設
工
事
に
係
る
設
計
・
測

量
等
業
務

距
下
水
道
処
理
場
の
委
託
業
務

鋸
除
排
雪
の
委
託
業
務

漁
建
設
工
事
等
に
関
す
る
物
品

購
入
（
砂
利
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
ス
ノ
ー
ポ
ー

ル
、
木
材
な
ど
）

禦
除
雪
車

受
付
期
間
　

　
１
月
　
日
鰹火 
～
２
月
　
日
鰹金 

１２

１２

提
出
書
類
　
市
町
村
統
一
様
式

（
一
般
社
団
法
人
北
海
道
土
木

協
会
な
ど
が
発
行
し
て
い
る
申

請
書
）、
登
記
事
項
証
明
書
、
各

種
証
明
書
、
納
税
証
明
書
、　８２

円
切
手
貼
付
の
返
信
用
封
筒
、

誓
約
書
（
富
良
野
市
様
式
）
な

ど
。
物
品
・
除
排
雪
は
富
良
野

市
独
自
様
式
。
登
記
事
項
証
明

書
・
各
種
証
明
書
な
ど
は
コ

ピ
ー
可
（
証
明
日
か
ら
3
カ
月

以
内
で
あ
る
こ
と
）。

※
A
4
の
紙
フ
ァ
イ
ル
に
 綴
 じ
と

て
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
経
営
事
項
審
査
に
つ
い
て
】

　
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書

の
有
効
期
間
は
基
準
日
か
ら
１

年
７
カ
月
で
す
。
入
札
参
加
資

格
審
査
後
、
経
営
事
項
審
査
の

更
新
や
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

そ
の
都
度
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。
提
出
が
な
い
場
合
は
入
札

に
参
加
で
き
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

鰹問 
財
政
課
拶
３
９
‐
２
３
０
６

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請

受
付
の
終
了
に
つ
い
て

　
平
成
　
年
度
臨
時
福
祉
給
付

２７

金
支
給
対
象
予
定
者
に
申
請
書

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

期
限
内
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
期
限
　
１
月
　
日
鰹金 

１５

申
請
窓
口
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
、
山
部
・
東
山
支
所

鰹問 
福
祉
支
援
課

拶
３
９
‐
２
２
１
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

節
電
の
お
願
い

　
冬
期
間
は
、
電
力
使
用
の
中

で
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る

家
庭
内
で
、
一
人
ひ
と
り
が
照

明
や
テ
レ
ビ
の
省
エ
ネ
に
取
り

組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。　

　
一
般
財
団
法
人
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
工
場
や

事
務
所
な
ど
に
お
け
る
無
料
の

節
電
・
省
エ
ネ
診
断
を
行
う
「
無

料
節
電
診
断
」「
無
料
省
エ
ネ
診

断
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
節
電
・
省
エ
ネ

診
断
等
に
関
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
（h

ttp
://w
w
w
.sh
in
d
an

-n
et.jp
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広告

広報ふらのに広告
を掲載しませんか

　市では、「広報ふ
らの」の「くらし
の情報」下段に有
料広告を掲載して
います。会社やお
店の宣伝にご利用
ください。

鰹問 企画振興課

拶３９-２３０４
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ア
ー
ト
を
楽
し
も
う
！

～
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の

お
っ
ち
ゃ
ん
を
描
く

　
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
神
々
や

ロ
ー
マ
帝
国
の
貴
族
、
軍
人
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
石
膏
像
を
題

材
に
人
物
画
に
挑
戦
し
ま
す
。

と
　
き
　
２
月
６
日
鰹土 

　
午
前
9
時
～
午
後
2
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

参
加
料
　
無
料

定
　
員
　
先
着
　
人
３０

講
　
師
　
盛
本
 学
史
さ
ん
（
洋

画
家
）

送
　
迎
　
文
化
会
館
前
か
ら
送

迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

持
ち
物
　
お
弁
当
、
飲
み
物

申
込
み
　
1
月
　
日
鰹土 
ま
で
に

２３

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

拶
４
２
‐
２
４
０
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
          

        創
業
支
援
事
業

　
創
業
者
及
び
小
規
模
事
業
者

の
第
２
創
業
（
新
分
野
進
出
）

を
対
象
に
創
業
・
一
日
公
庫
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き
　
虚
１
月
　
日
鰹水 

２０

　
　
　
　
許
２
月
　
日
鰹火 

２３

　
　
　
　
距
３
月
　
日
鰹水 

２３

い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１１

と
こ
ろ
　
商
工
会
議
所

内
　
容
　
事
業
計
画
策
定
に
関

す
る
経
営
、
財
務
、
人
材
育
成
、

販
路
開
拓
の
４
分
野
の
知
識
習

得
や
資
金
調
達
な
ど

鰹問 
富
良
野
商
工
会
議
所

拶
２
２
‐
３
５
５
５

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

緑
峰
高
校
冬
休
み
工
作
教
室

小
中
高
一
貫
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ

ア
教
育
推
進
会
議
共
催

　
小
学
生
及
び
中
学
生
を
対
象

に
工
作
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き
　
１
月
　
日
鰹土 

１６

　
小
学
生
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

　
中
学
生
　
午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ
　
緑
峰
高
校

内
　
容
　

小
学
生
　
チ
ョ
ロ
チ
ュ
ー
メ
カ
製
作

中
学
生
　
マ
イ
コ
ン
に
よ
る
電

子
回
路
の
制
御

参
加
料
　
無
料

定
　
員
　
小
学
生
　
先
着
　
人
２０

　
　
　
　
中
学
生
　
先
着
　
人
１５

申
込
み
　
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

そ
の
他
　
小
学
生
は
保
護
者
が

同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問 
緑
峰
高
校
電
気
シ
ス
テ
ム
科

拶
２
２
‐
２
５
９
４

広告

鰹問 
市
民
環
境
課

拶
３
９
‐
２
３
０
８

 催
　
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

市
民
憲
章
書
初
め
展

　
富
良
野
市
民
憲
章
を
題
材
と

し
た
書
初
め
の
作
品
募
集
と
展

示
を
行
い
ま
す
。

【
作
品
募
集
】

対
　
象
　
市
民
（
幼
児
～
中
学
生
）

募
集
数
　
先
着
　
点
（
大
き
さ

５０

は
自
由
）

募
集
期
限
　
１
月
８
日
鰹金 

【
展
示
】

と
　
き
　
１
月
　
日
鰹水 
～
　
日
鰹月 

１３

２５

午
前
８
時
　
分
～
午
後
９
時
　
分

３０

３０

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

鰹問 
社
会
教
育
課

拶
３
９
‐
２
３
１
８

・

・

・

・

・

・

・

・

・

ふ
ま
ね
っ
と
体
験
会

　
「
あ
み
」
を
ふ
ま
な
い
よ
う
に

ゆ
っ
く
り
歩
く
こ
と
で
、
歩
行

機
能
の
改
善
や
注
意
・
集
中
力

が
高
ま
る
「
ふ
ま
ね
っ
と
」
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き
　
虚
１
月
　
日
鰹金 

１５

　
　
　
　
許
１
月
　
日
鰹木 

２１

　
　
　
　
距
１
月
　
日
鰹水 

２７

　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
　
分
３０

※
受
付
は
１
時
　
分
開
始

３０

※
３
回
と
も
同
じ
内
容
で
、
１

回
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

と
こ
ろ
　
西
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

そ
の
他
　
飲
み
物
と
上
靴
持
参
。

動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

鰹問 
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

拶
３
９
‐
２
２
５
５

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

懐
か
し
の
カ
メ
ラ
展
示

　
市
内
居
住
の
カ
メ
ラ
愛
好
家

田
澤
豊
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

懐
か
し
い
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
な

ど
１
１
４
点
を
展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間
　
１
月
　
日
鰹日 
ま
で

３１

と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

鰹問 
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
拶
４
２
‐
２
４
０
７

広告
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 募
　
集

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

平
成
　
年
度
学
童
保
育
セ

２８

ン
タ
ー
入
所
児
童
を
募
集

募
集
施
設
　
桂
木
・
麻
町
・
緑

町
・
北
の
峰
・
東
部
学
童
保
育

セ
ン
タ
ー

保
育
時
間
　【
月
～
金
曜
日
】

　
午
後
１
時
～
６
時

【
夏
・
冬
・
春
休
み
、
土
曜
、
臨

時
休
校
日
】

　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
６
時

３０

利
用
料
　
月
額
　
１
５
０
０
円

入
所
基
準
　
下
校
時
、
保
護
者

が
就
労
な
ど
に
よ
り
不
在
の
小

学
３
年
生
以
下
の
児
童
（
４
～

６
年
生
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

申
込
み
　
１
月
7
日
鰹木 
～
　
日
２８

鰹木 
ま
で
に
社
会
教
育
課
、
各
学

童
保
育
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込

書
に
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
各
施
設
　
人
を
超
え
た
場
合
、

７０

他
の
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー
を
選

択
す
る
か
、
待
機
児
童
扱
い
と

な
り
、
ま
た
居
住
地
域
に
よ
り
、

入
所
調
整
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
継
続
す
る
児
童
も
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

鰹問 
社
会
教
育
課

拶
３
９
‐
２
３
１
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

平
成
　
年
度
保
育
所
　

２８

入
所
児
童
募
集

　
平
成
　
年
度
の
保
育
所
入
所

２８

児
童
を
募
集
し
ま
す
。
保
育
所

を
利
用
す
る
に
は
「
保
育
認
定
」

が
必
要
に
な
り
、
保
育
を
必
要

と
す
る
事
由
な
ど
を
確
認
し
、

市
が
認
定
と
入
所
調
整
し
ま
す
。

虚
虹
い
ろ
保
育
所

募
集
年
齢
　
０
～
５
歳
児

保
育
時
間
　【
月
～
土
曜
日
】

午
前
７
時
　
分
～
午
後
６
時
　
分

３０

３０

利
用
者
負
担
額
　
保
護
者
（
両

親
）
及
び
生
計
中
心
者
の
前
年

度
と
当
年
度
の
市
町
村
民
税

（
所
得
割
額
）
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。
同
一
の
世
帯
か
ら
２
人
以

上
の
児
童
が
入
所
す
る
と
き
は
、

２
人
目
は
半
額
、
３
人
目
か
ら

は
無
料
に
な
り
ま
す
。（
保
育
所

の
ほ
か
、
幼
稚
園
な
ど
に
入
園

し
て
い
る
児
童
も
人
数
に
含
む
）

許
へ
き
地
保
育
所
　
　
　
　
　

（
山
部
、
東
山
、
あ
お
ぞ
ら
）

募
集
年
齢
　
２
～
５
歳
児

※
２
歳
児
は
４
月
１
日
時
点
で

満
２
歳
に
到
達
し
た
児
童

保
育
時
間
　【
月
～
金
曜
日
】

午
前
８
時
　
分
～
午
後
３
時
　
分

３０

３０

【
土
曜
日
】午
前
８
時
　
分
～
正
午

３０

へ
き
地
保
育
料
　
月
額
１
万
円

【
共
通
事
項
】

入
所
基
準
　
保
護
者
の
就
労
な

ど
の
事
由
で
保
育
の
必
要
性
が

認
め
ら
れ
る
場
合
や
入
所
が
適

当
と
認
め
ら
れ
る
家
庭
の
児
童

申
込
み
　
１
月
7
日
鰹木 
～
　
日
２８

鰹木 
ま
で
に
こ
ど
も
未
来
課
、
ま

た
は
各
保
育
所
に
あ
る
申
込
書

に
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
こ
ど
も
未
来
課

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
２
２
３

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

平
成
　
年
度
　
　
　
　

２８

こ
と
ぶ
き
大
学
生
募
集

入
学
資
格
　
市
内
に
住
ん
で
い

る
　
歳
以
上
の
方
（
平
成
　
年

６０

２８

意見を提出できる方
虚市内に住んでいる方　許市内で働いている方、学んでいる方
距市内に事業所がある法人やその他の団体

意見の提出方法
虚封書・ファックス・メールなど書面（様式は自由）、
　録音テープでお寄せください
許担当課窓口に直接提出（郵送可）
距意見を提出するときは、住所・氏名などを記入して
ください。公表はしませんが、記入がない場合には回
答できない場合もあります。

意見提出先／問合せ
総務部財政課 〒０７６‐８５５５ 富良野市弥生町１番１号 
　志３９‐２３０６　思２３‐２１２０
　死zaisei-ka@city.furano.hokkaido.jp

原案を作成した理由及び概要
　少子高齢化や人口減少、労働可能人口の減少に
よって、市民一人当たりの公共施設面積などが増加
していく見込みであることから、今後３０年間の公共
施設などの整備や管理のあり方に関する基本計画を
策定し、持続可能な社会の実現を図ります。

※くわしくは下記の公表場所で確認ください。

原案（全文）の公表場所
◆行政情報コーナー（市役所１階市民ロビー）
◆担当課窓口（財政課）◆山部・東山支所窓口
◆文化会館ロビー◆図書館ロビー◆市ホームページ

意見募集期間  １月２８日(木)まで
富良野市公共施設等総合管理　
計画について

みなさんのご 意見 をお 寄せ くだ さい

プレミアムつき商品券

１月３１日鰹日 が有効期限です！
　１０月に販売したプレミアムつき商品券の有効期限が

迫っています。

　有効期限は、平成２８年１月３１平成２８年１月３１日日鰹鰹日日まで までとなっています

ので、期限までにご利用ください。

　また、商品券を購入された方の中から無作為に「プレ

ミアムつき商品券に関するアンケート」を送付していま

すので、アンケートの回答にもご協力をお願いします。

鰹問 富良野商工会議所　拶２２‐３５５５

コ メパ ブ

◆富良野市立へき地保育所設置条例の一部改正について　  鰹問 こども未来課　拶３９‐２２２３

◆富良野市第７次社会教育中期計画について　  　　　　　鰹問 社会教育課　　拶３９‐２３１８

意見募集期間　１月１４日鰹木 ～２月２日鰹火 　※詳細は1月１４日発行の広報ふらのお知らせ版に掲載します。

予予
  告告
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４
月
１
日
現
在
）
で
学
ぶ
意
欲

が
あ
り
、
通
学
が
可
能
な
方

修
業
年
数
　
本
科
４
年
間
、
大

学
院
２
年
間
、
研
究
科
１
年
間

学
習
内
容
　
教
養
、
教
科
別
学

習
、
ク
ラ
ブ
学
習
、
奉
仕
活
動
、

自
治
会
活
動
、
各
種
行
事
（
年

間
約
　
日
）

３０

必
要
経
費
　
共
通
教
材
費
（
年

間
１
２
０
０
円
）、
ク
ラ
ブ
学
習

（
教
材
費
）、
宿
泊
研
修
、
学
生

自
治
会
活
動
な
ど
の
費
用

再
入
学
希
望
者
　
過
去
に
本
科

４
年
間
を
卒
業
、
ま
た
は
大
学

院
２
年
間
を
修
了
し
た
方
で
、

学
び
直
し
に
意
欲
の
あ
る
方
の

再
入
学
も
受
け
付
け
ま
す
。

募
集
人
員
／
申
込
先
　

富
良
野
校
（
文
化
会
館
）　

人
３０

拶
３
９
‐
２
３
１
８

山
部
校
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）
　
人
２０

拶
４
２
‐
２
４
０
７

東
山
校
（
東
山
公
民
館
）　

人
２０

拶
２
７
‐
２
１
２
１

申
込
み
　
３
月
　
日
鰹金 
ま
で

１８

鰹問 
社
会
教
育
課

拶
３
９
‐
２
３
１
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
展
者
募
集

　
不
用
品
の
リ
ユ
ー
ス
促
進
や

市
の
環
境
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
開
催
し
ま
す
。
出
店
希
望
の

方
は
、
期
日
ま
で
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
先
着
順
で
受
け
付

け
し
ま
す
。

と
　
き
　
２
月
　
日
鰹日 

２８

　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

と
こ
ろ
　
ア
ト
リ
ウ
ム
（
マ
ル

シ
ェ
２
・
タ
マ
リ
ー
バ
）

出
店
料
　
無
料

申
込
み
　
１
月
　
日
鰹水 
ま
で
に

２７

電
話
ま
た
は
市
民
環
境
課
窓
口

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
ふ
ら
の
市
民
環
境
会
議
事
務

局
（
市
民
環
境
課
内
）　
　
 　

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
０
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
 

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
員
募
集

　
全
国
大
会
出
場
を
目
的
と
し

て
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
随
時
受
付

募
集
対
象
　
５
～
　
歳
１８

※
年
会
費
、
傷
害
保
険
、
ラ
ケ
ッ

ト
な
ど
道
具
購
入
費
用
が
必
要

練
習
日
　
月
・
水
・
金

　
　
　
　
午
後
７
時
～
９
時

練
習
場
所
　
市
内
学
校
体
育
館

※
い
つ
で
も
見
学
で
き
ま
す
の

で
、気
軽
に
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

鰹問 
 北
  谷
  淳
さ
ん

き
た
 だ
に

拶
０
９
０
‐
１
６
４
３
‐
９
９
９
４

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ち
び
っ
こ
探
検
学
校

ヨ
ロ
ン
島
参
加
者
募
集

　
在
日
外
国
人
小
学
生
と
活
動

を
と
も
に
し
、
言
語
や
習
慣
な

ど
の
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
る

た
め
に
「
ヨ
ロ
ン
島
」
に
行
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き
　
３
月
　
日
鰹土 
～
４
月

２６

１
日
鰹金 
（
６
泊
７
日
）

と
こ
ろ
　
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

対
　
象
　
小
学
２
年
生
～
６
年
生

主
な
活
動
内
容

　
ハ
ー
レ
ー
船
大
会
、
い
か
だ

作
り
と
い
か
だ
こ
ぎ
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
し
ぼ
り
体
験
、
鍾
乳
洞
体

験
、
海
水
浴
、
野
宿
体
験
な
ど

参
加
費
　
１
８
９
０
０
０
円

補
　
助
　
市
か
ら
補
助
金
を
出

し
て
い
ま
す
。
対
象
は
、
小
学

４
年
生
以
上
で
、
参
加
費
と
旭

川
空
港
ま
で
の
交
通
費
を
合
わ

せ
た
額
の
　
％
以
内
を
助
成
し

５０

ま
す
。

申
込
み
　
２
月
　
日
鰹金 
ま
で
に

１９

企
画
振
興
課
に
あ
る
申
込
書
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
募
集
締
切
後
に
、
国

際
交
流
審
査
委
員
会
で
、
補
助

の
可
否
と
金
額
を
決
定
し
ま
す
。

鰹問 
企
画
振
興
課
秘
書
係

拶
３
９
‐
２
３
０
３

　家族経営協定とは、経営主をはじめ配偶者、後継者、その妻など
農業に従事する家族全員が、経営に参画できる魅力的な農業経営を
めざし、経営方針や役割分担などを家族で話し合い取り決めるもの
です。　農業に従事する家族にとって魅力的でやりがいのある農業
経営を確立するため、ぜひ家族経営協定を締結しましょう。締結し
ようとする方のために、農業委員や関係機関で富良野市家族経営協
定推進協議会を組織し、みなさんからの相談を受け付けていますの
で、お気軽に問い合わせください。
　また、既に協定を締結されている方は、家族構成員に変化があっ
たり、経営移譲されたり、新たな取り決めを設ける場合などは、協
定を見直しする必要がありますので、相談ください。

鰹問 富良野市家族経営協定推進協議会

● 農業委員（各地区の推進委員）

● JAふらの富良野支所営農課  拶２３‐１８１９

● JAふらの山部支所営農課     拶４２‐２２１１

● JAふらの東山支所営農課     拶２７‐２２１３

● 上川農業改良普及センター   拶２３‐２１７５　

● 農業委員会事務局 　    　　拶３９‐２３２３　

● 農林課農業振興係     　    　拶３９‐２３０９

家族経営協定を結びましょう！

加入農家

２１１組
（１２月１日現在）

市内農家の
約３割が加入

農業者の

みなさんへ

　学校・家庭・地域が一体となって子どもを
育てていく学社融合による教育創造の可能
性を探ります。

と　き　１月２７日鰹水   
　　　　午後６時３０分～８時３０分

ところ　文化会館2階　大会議室

 講　演　地域の教育力を子どもたちに　　 
　　　　  ～家庭・学校・地域で子どもたちを育む～

 講　師　出口  寿  久 さん
とし ひさ

 　　　　文部科学省
              コミュニティ・
              スクール推進員

 参加料　無料

鰹問 社会教育課　拶３９‐２３１８

富良野市学社融合研修富良野市学社融合研修会会（講演会）（講演会）
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
参
加
者
募
集

と
　
き
　
１
月
　
日
鰹日 
 

１７

　
　
　
　
午
前
９
時
開
会

と
こ
ろ
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
市
民
ま
た
は
富
良
野

市
で
活
動
さ
れ
る
チ
ー
ム
に
所

属
し
て
い
る
方
で
構
成
さ
れ
た

チ
ー
ム
 （
中
学
生
以
下
の
方
は

参
加
で
き
ま
せ
ん
） 

部
　
門
　
男
性
の
部
、
女
性
の

部
と
も
に
１
部
、
２
部
 

参
加
料
　
１
チ
ー
ム
　
３
０
０
０
円
 

申
込
み
　
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
へ
専
用
申
込
書
で
、
１
月

７
日
鰹木 
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
監
督
会
議
は
１
月
　
日
鰹水 
に

１３

行
い
ま
す
。

鰹問 
ふ
ら
の
体
育
協
会
　

　
　
　
　
拶
２
３
‐
９
６
６
６

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
消
費
者
協
会

　
　
  　
事
務
員
募
集

募
集
人
員
　
１
人

※
４
月
か
ら
勤
務

業
務
内
容
　
女
性
セ
ン
タ
ー
管

理
及
び
消
費
生
活
相
談
業
務

勤
務
時
間
　
月
～
金
曜
日

　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

賃
　
金
　
７
８
０
円
（
時
給
）

申
込
み
　
市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

鰹問 
富
良
野
消
費
者
協
会

　
　
　
　
拶
３
９
‐
１
１
６
６

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ふ
ら
の
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

期
　
間
　
毎
週
水
・
日
曜
日

　
午
前
　
時
～
正
午

１０

と
こ
ろ
　
ス
キ
ー
場
北
の
峰

ゾ
ー
ン

年
会
費
　
１
０
０
０
円
（
他
に

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
代
１
０
０
０
円
）

活
動
内
容
　

　
指
導
員
に
よ
る
レ
ッ
ス
ン
会

（
無
料
）、
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
（
有

料
）、
ふ
ら
の
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
祭

り
な
ど

鰹問 
同
事
務
局
（
 丸
  藤
 さ
ん
）　

が
ん
 
ど
う

　
　
　
　
拶
２
３
‐
４
０
２
５

地域包括支援センターからお知らせ

　「認知症」みんなで
　　　理解しましょう！

 他  人  事 ではありません。
ひ と ごと

 「尊厳を持って最後まで自分らしくありたい」。

これは、誰もが望むことですが、この願いを 阻 
はば

み、深刻な問題になっているのが「認知症」で

す。

　認知症は誰にも起こりうる脳の病気によるも

ので、85歳以上では４人に１人はその症状があ

ると言われています。認知症の方が不安に陥り、

その結果、周りの人との関係が損なわれること

もしばしばみられ、家族が疲れ切って共倒れし

てしまうことも少なくありません。しかし、周

囲の理解と気遣いがあれば穏やかに暮らしてい

くことは可能です。

仔

仔

仔

仔

仔

仔

仔

仔

仔

仔

仔

仔

鰹問 ふらのスキー祭り実行委員会
　（ふらの観光協会内）　拶２３‐３３８８

前前売売りり券券 １１,,８８００００円円
当当 日日 券券 ２２,,００００００円円

「認知症サポーター」になりませんか？

　いつ自分や家族、あるいは友人や知り合いが

認知症になるかわかりません。他人事ではなく

「自分にも関係する問題」という認識を持つこと

が大切です。そのためには認知症について正し

く理解する必要があります。

　そのため市では、認知症の人や家族を見守る

「認知症サポーター」を増やすための講座を開催

しています。この講座では、テキストや映像な

どを交えながら、認知症の人やその家族を見

守っていくための接し方を90分程度で学ぶこ

とができます。町内会の集まりや老人会の会合、

職場内の勉強会などで、「認知症サポーター養成

講座」を開催してみませんか。開催希望の方は、

おおむね２週間前までに、福祉支援課地域包括

支援センターに申し込んでください。

　地域包括支援センターでは、認知症をはじめ、

介護に関する相談を幅広く受け付けしています

ので、気軽に相談してください。

会 場 富良野スキー場北の峰ゾーン特特設設会会場場
遊んで食べてお得な「遊ぶ・食うポン券」を発売

　　

１月３０日土午後３時～８時
★地元のグルメの屋台が登場！

★花火大会～午後８時打上開始

★富良野スキー場北の峰ゾーン 
　　　オールナイト営業（午後８時３０分～翌日午前５時）

　　　　　　　  　１月３１日日午前１０時～午後２時３０分　
　　　　　　　　　 　★富良野食の祭典「ワンコイングルメ」ルメ」

　　　　　　　　　 　★雪中運動会など

　　　　　　　　　　　　　　　　　※両日、富良野駅から無料送迎バスあり

鰹鰹問問福福祉祉支支援援課課地地域域包包括括支支援援セセンンタターー 拶拶３３９９‐‐２２２２５５５５

 　 天候不良などにより時間の変更や
  　中止になる場合があります。

今今年年もも両両日日

牛牛ののデデカカッッ肉肉 をを
提提供供ししまますす！！牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛

抽抽選選券券付付きき

※※前前売売りり券券ははふふららのの観観光光協協会会でで発発売売
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　　　　　　　マイナンバーのお知らせ

　　　　個人番号カードを受け取りに行こう

【個人番号カード・通知カードの問い合わせ】
市民環境課市民年金係　拶３９-２３０１
マイナンバー総合フリーダイヤル　拶０１２０-９５-０１７８（無料）

珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊

マイナンバー制度に便乗した
詐欺に注意を!!
　マイナンバーの通知や利用手続きなどで、国

や自治体の職員が家族構成、資産や年金・保険

の状況などを聞くことはありません。

　不審な電話はすぐに切ってく

ださい。金銭などの要求には応

じないようにしてください。

▲通知カード

目隠しシール

個人番号カード
を申請した方は

虚１月以降に交付通知書（はがき）が自宅に届きます
　・（おもて面）は交付場所情報が記載されています　

　（交付場所は、住所が山部の方は山部支所、東山の方

　は東山支所、その他は市役所市民年金係１番窓口）。

　・（うら面）は受取期限、受取時の説明が記載。　　

　委任状欄は暗証番号などを記載し目隠しシールを貼

　ります。 

許交付通知書（はがき）と必要書類を持って、交付

　場所（はがきに記載）へ受け取りに行きます
　※１５歳未満の方、または成年被後見人の方はその法

　定代理人が同行してください。

距交付窓口で本人確認の上、暗証番号を設定しカー

　ドを受け取ります
　※暗証番号をあらかじめ準備してください。

【本人が受け取る場合の確認書類】
虚交付通知書（はがき）

許通知カード

距本人確認書類（１５歳未満の方、または成年被後見人

　に同行する法定代理人も同様に必要）

鋸代理権の確認書類（１５歳未満の方、または成年被後

　見人の法定代理人のみ）

漁住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）

【代理人が受け取る場合の確認書類】
　本人が病気、または身体の障がいその他やむをえな

い理由により、交付場所に来ることが難しい場合に限

り、下記の書類代理人により、カードの受け取りを委

任できます。

虚交付通知書（はがき）

許本人の本人確認書類

距代理人の本人確認書類

鋸代理権の確認書類

漁通知カード

禦住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）

魚本人の来庁が困難であることを証する書類

　（例：診断書、本人の障害者手帳、本人が代理人の施

　設に入所している事実を証する書類）

駒おもて面は目隠し
　シールをはがす

駒うら面は目隠し　
　シールを貼ります

※うら面は代理人

に委任する場合に

利用します。

まだ通知カードが届いていない方は…
　１１月９日から通知カードの配達を開始していました

が、郵便局で転送サービスを利用している方や不在連

絡票が入っていても受け取っていない方の分は、市役

所市民年金係（１番窓口）で保管しています。

　返戻された通知カードは３カ月間保管します。この

間に本人（同じ世帯の方でも可）、または本人が受け取

れない場合は代理人の方が受け取りください。

【本人が受け取る場合の確認書類】
　受け取りの際は本人確認書類（運転免許証等顔写真

付は１点、健康保険の被保険者証、年金証書などは２

点）を提示。

【代理人が受け取る場合の確認書類】
虚本人（受領する通知カードに記載されている方）の

　本人確認書類

許代理人の本人確認書類の提示

距代理人の代理権を証する書類（委任状他）の提出を

　お願いします。

　くわしくは市民年金係に問い合わせください。

通知カードを受け取った方は…
　通知カードを受け取った方は大切に保管してくださ

い。個人番号カードの申請は任意です。同封されてい

る『案内書』にくわしく記載されていますので、申請

する場合は案内書に従い、同封の返信用封筒で郵送し

てください。なお、申請方法は郵便申請のほか、スマー

トフォンやパソコンからもできます。

個人番号カードを申請した方は…

（表） （裏）
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広報ふらのは再生紙を使用しています

ままちちのの知知っっ得得情情報報満満載載！！

■行政情報番組「ラジオ広報ふらの」
　毎週　月曜日～金曜日　午後６時～６時５分放送

市市政政をを分分かかりりややすすくく解解説説！！

■まちづくり情報番組「元気ハツラツ！まちづくり」
　１月２日鰹土 　午前１０時～１０時４５分放送今月のラジオ広報

広報ふらの  平成2８年１月号  №６５２

■発行/富良野市（〒076-8555 富良野市弥生町1番1号）　■編集/総務部企画振興課広聴広報係　雑 ３９-２３０４　鯖 ２３-２１２１

■ウェブ http://www.city.furano.hokkaido.jp/　　　　　■次号/お知らせ版１月号は１月１４日発行・広報ふらの２月号は２月１日発行

災害時にも対応

災害時には、市とラ

ジオふらのとの協

定により災害情報

が流されます。

▼先日、ファミサポ交流会にお邪魔しました。核家族化が進
む中、ちょっとした用事で子どもを気軽に預けられる場を望
む保護者のニーズに応えようと事業を実施している「ファミ
リー・サポート・センター」。昔ながらの「困ったときはお互
い様の精神」で、子育ての輪を広げる会員のみなさんが、新
たな子育て支援のうねりをつくりだそうと取り組んでいます。
興味のある方は、ぜひとも問い合せてみてください！（む）

あずき（５歳）

稲木さん家のアイドル

愛しのペットが結ぶ「癒しのワ」。
いや

次はあなたのところへ叡

＝今月のリレーは＝

佐藤 悦子  さんから ▼  稲木 早苗 さんへ

＝来月は＝

稲木 早苗 さんから　 ▼ 中村 幸 さんへ

◆
愛
犬
家
も
大
迷
惑
！
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
◆

　雪原を走り回るのが大

好きな四国生まれのあず

きは、人懐っこい性格で

誰とでもすぐ仲良くなれ

ます。でも、自分の大切

なおもちゃだけは、誰に

も貸したくないちょっと

お茶目な一面も…。

▼１２月になると「今年もあっという間に終ったな
あ～」と思いながら、１年を振り返ってみる。い
ろいろな出来事や出会いがあったりと、良いも悪
いも日々変化するからあっという間になってし
まうのかもしれない。２０１５年は特別な年（いろい
ろと…）になりましたが、新たな気持ちで今年も
頑張りたいと思います。（ほ）


